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令和３年度 総括研究報告書 

国民健康・栄養調査の質の確保・向上のための基盤研究 

研究代表者 瀧本 秀美（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 

栄養疫学・食育研究部 部長） 

研究要旨 

国民健康・栄養調査への協力率の向上に向け、協力率に影響する要因、協力率が結果に及

ぼすバイアスの大きさの推定、非対面式での食事調査の導入の影響を明らかにすることを

目的とし、本年度は、職業別の国民健康・栄養調査の経年的な協力状況、地域ブロック別の

国民健康・栄養調査への推定協力率（回答者人口比）の経年推移、国民生活基礎調査とのリ

ンケージによるバイアスの検討、インターネットを利用した食事調査と対面で行われる食

事調査における栄養素・食品群摂取量の妥当性レビュー、食物摂取頻度調査法を使用した食

事調査への協力率、食物摂取頻度調査法に協力した者における他の食事調査への協力や食

物摂取頻度調査法に対する認識について検討した。性、年齢、職業は協力率に影響する要因

であると共に、その影響は地域差があることが明らかとなった。また、インターネットを利

用した食事調査や食物摂取頻度法を実施した場合においても、性・年齢は、協力率に影響す

ることが明らかとなり、性・年齢・職業等も考慮したうえで、協力しやすい調査方法をさら

に検討していく必要があることが示唆された。 

Ａ．研究目的 

国民健康・栄養調査は、健康増進法に基づ

き、国民の身体の状況、栄養摂取量及び生活

習慣の状況を明らかにし、国民の健康の増進

の総合的な推進を図るための基礎資料を得る

ことを目的として、身体状況調査、栄養摂取状

況調査、生活習慣調査が毎年実施されている

(1-3)。そのため、標本代表性を確保するために

は、協力率の維持が重要である。しかし、国民

健康・栄養調査への協力者数が減少しており

(4)、協力率向上に向けて、協力率に関連する

要因を検討する必要がある。また、協力率が

減少している中で、国民健康・栄養調査の結

果解釈にあたり、協力率が結果に及ぼすバイ

アスの大きさを推定することは極めて重要であ

るが、これまでに検討されたことはない。 

さらに、国民健康・栄養調査における食事

調査が対面式による食事記録法を採用してい

たこともあり、今般の COVID-19 感染拡大によ

り、令和２年及び令和３年と２年続けて中止と

なったことを踏まえると、今後起きうる不測の事

態に備えて、非対面式の食事調査での実施を

模索していく必要もある。なお、諸外国におい

ては、栄養素摂取量の個人内変動を考慮した

習慣的な摂取量を把握することを目的として、

対面式である 24 時間思い出し法と非対面式

である食物摂取頻度調査を組み合わせて実

施している国が増加しており(5)、今後、国民健

康・栄養調査における評価精度を向上してい

くうえでも、食事記録法以外の調査方法により、

習慣的な摂取量を評価していくことを考慮する

ことも重要であると考えられる。そこで、令和 3

年度は、①職業別の国民健康・栄養調査の経
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年的な協力状況を明らかにすること、②地域

ブロック別の国民健康・栄養調査への推定協

力率（回答者人口比）の経年推移を明らかに

すること、③国民生活基礎調査とリンケージし、

国民健康・栄養調査の未回答・未測定および

非協力によるバイアスがどの程度生じているの

かを推定すること、④インターネットを利用した

食事調査と対面で行われる食事調査から算出

した主要栄養素や食品の摂取量について妥

当性を検討した文献をレビューし整理すること、

⑤非対面式で実施でき習慣的な食事摂取量

を評価することが可能である食物摂取頻度調

査法を使用した食事調査への協力率を明らか

にすること、⑥食物摂取頻度調査法に協力し

た者における他の食事調査への協力の可能

性や食物摂取頻度調査法に対する認識等を

明らかにすること、の６点を目的とし、検討を行

った。 

Ｂ．方法 

B-1職業別の国民健康・栄養調査の経年的な

協力状況 

 平成 15年から令和元年までに実施された国

民健康・栄養調査のデータを用いて、職業別

（専門的・技術的職業従事者、管理的職業従

事者、事務従事者、販売従事者、サービス職

業従事者、保安職業従事者、農業従事者、林

業従事者、漁業従事者、運輸・機械運転従事

者、生産工程従事者、家事従事者、その他、

その他の学生、不明）の協力状況、ならびに職

種ごとに身体状況調査、栄養摂取状況調査も

しくは生活習慣調査の各種調査への協力状

況を集計した。 

B-2 地域ブロック別の国民健康・栄養調査へ

の推定協力率（回答者人口比）の経年推移 

平成 9 年から令和元年までの国民健康・栄

養調査のデータ、平成 9 年から令和元年まで

の国勢調査の全国・都道府県別、性別、年齢

階級別の人口、都道府県別の１世帯当たり人

員数の情報を用いて、地域・年齢階級・性別

に推定協力率（回答人数÷調査対象単位区

人口（単位区数×１単位区当たり平均人口））

の経年推移を算出した。 

B-3 国民生活基礎調査とのリンケージによる

バイアスの検討 

 令和元年の国民生活基礎調査と国民健康・

栄養調査のデータを用いて、国民生活基礎調

査と国民健康・栄養調査をリンケージし、多重

代入法より未回答・未測定（欠損値）の値を補

完した。また、非協力と関連する要因はχ二乗

検定および多重ロジスティックモデルを用いて

解析した。なお、分析対象は 20 歳以上とし、

全ての分析は男女別に行った。 

B-4 インターネットを利用した食事調査と対面

で行われる食事調査における栄養素・食品群

摂取量の妥当性レビュー 

 PubMed及びWeb of science を用いて、2020

年 10月 2日までに公表されている文献を検索

対象とし、「食事記録」、「思い出し法」、「インタ

ーネット」、「妥当性」などの単語を組み合わせ

た検索式で検索を実施し、インターネットを用

いた食事調査と従来からの紙ベースの食事調

査それぞれから算出された 1日のエネルギー・

たんぱく質・脂質・炭水化物・ナトリウム・野菜・

果物の摂取量の妥当性を評価している文献を

抽出した。 

B-5 食物摂取頻度調査法を使用した食事調

査への協力率 

「国民健康・栄養調査と同様のサンプリング
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方法で対象者を抽出する」かつ「令和３年に県

民栄養調査を実施する都道府県である」という

２つの条件を満たした兵庫県民栄養調査の対

象者のうち、20 歳以上の成人 2259 名を本研

究の対象者とし、 習慣的な栄養素摂取量を

推定するための食物摂取頻度調査票への協

力率を検討した。 

 

B-6 食物摂取頻度調査法に協力した者にお

ける他の食事調査への協力や食物摂取頻度

調査法に対する認識 

 令和 3 年兵庫県民栄養調査に参加した 20

歳以上でのうち、食物摂取頻度調査票に回答

した 929 名を対象に、他の食事調査への協力

の可能性や食物摂取頻度調査票に対する認

識を尋ねた。 

 

Ｃ．結果 

C-1職業別の国民健康・栄養調査の経年的な

協力状況 

 協力者数が最も多い職業は、家事従事者で

あり、次いで、その他に分類される者が多く、

その 2 職種で約３～４割を占めている状況は

経年的に変化がなかったが、人数でみると経

年的に減少していた。一方で、職業が不明の

者の人数は経年的に増加していた。職種ごと

に身体状況調査、栄養摂取状況調査、生活

習慣調査への協力状況では、職業不明の者

を除き、3つの調査すべてに協力した者が最も

多かった。 

 

C-2 地域ブロック別の国民健康・栄養調査へ

の推定協力率（回答者人口比）の経年推移 

 全ての地域で、推定協力率は、年々低下し

ていた。なお、低下率には地域差が見られた。

また、年齢階級別にみると、ほぼすべての地

域で、20 歳代、30 歳代、40 歳代の推定協力

率の低下率が大きかった。 

 

C-3 国民生活基礎調査とのリンケージによる

バイアスの検討 

 若い年齢層、健康上の問題で日常生活に影

響のある者、健康意識がよくない者などで協力

率が低かった。また、喫煙・飲酒習慣があり、

睡眠が不十分で、食事や運動などの生活習

慣に気をつけていない者で協力率が低かった。

バイアスに関しては、糖尿病関連の指標は過

小評価されている可能性が示されたが、その

他の項目では大きなバイアスは見られなかっ

た。 

 

C-4 インターネットを利用した食事調査と対面

で行われる食事調査における栄養素・食品群

摂取量の妥当性レビュー 

 抽出された文献のほとんどが、インターネット

を使用する若年・中年集団を対象とした研究

であり、エネルギーと主要栄養素について、イ

ンターネットを活用した調査法と従来法の摂取

量の代表値の差は最大でも±15％程度であり、

また両調査法から推定した摂取量の相関係数

は 0.2以上で中適度または強く相関していた。 

 

C-5 食物摂取頻度調査法を使用した食事調

査への協力率 

 世帯別の協力率（世帯の中で 1 人でも食物

摂取頻度調査票に参加した者がいる）は、

42.9％であった。また、個人の協力率は

55.3％であった。協力率は男女ともに 20 歳代

で最も低かった）。さらに、男性では、50 歳代、

30 歳代、80 歳以上と続き、女性では 80 歳以

上、30歳代、50歳代と続いた。 
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C-6 食物摂取頻度調査法に協力した者にお

ける他の食事調査への協力や食物摂取頻度

調査法に対する認識 

 今後もし食事記録調査及び 24 時間思い

出し法調査への依頼があった場合に協力する

かについては、それぞれ 12％と 9％が「参加し

てもよい」と回答し、特に 20～30歳代では全員

が「両方の調査に参加したくない」と回答した。

食物摂取頻度調査法の回答時間については、

約 70％が「時間がかかる」と回答した。食物摂

取頻度調査法への今後の協力については、

約 60％が「協力したくない」と回答した。 

 

Ｄ．考察 

D-1職業別の国民健康・栄養調査の経年的な

協力状況 

 参加者の中で最も多い割合を占めていた家

事従事者の協力者数が経年的にみると減少し

ていた理由として、女性の社会進出が考えら

れる。また、職業不明の者が増加している要因

として、測定会場への来場が必要となる身体

状況調査や 1 日分の飲食物をすべて測定し

記録する栄養摂取状況調査に比べ、自記式

の質問紙調査である生活習慣調査は参加へ

の負担が少ないことが考えられる。今後は、職

種ごとに調査に協力しやすい時間や協力しや

すい調査媒体などを含めた詳細な検討が必

要である。 

 

D-2 地域ブロック別の国民健康・栄養調査へ

の推定協力率（回答者人口比）の経年推移 

 国民健康・栄養調査への推定協力率が低下

している要因として、世帯構造は、大家族から

小家族（一人暮らしを含む）へと変化しており、

1 世帯当たり人員数は減少している可能性が

挙げられる。これまで、国民健康・栄養調査は

300 地区を対象に実施され、単位区内の世帯

数はほぼ一定であるため、世帯人数の減少は

協力者数に大きく影響することが考えられる。

今後、国調の調査対象人数を検討する際は、

1 世帯当たり人員数の低下についても考慮す

る必要があるかもしれない。 

 

D-3 国民生活基礎調査とのリンケージによる

バイアスの検討 

 国民健康・栄養調査の結果では、若い年齢

層の協力率が低いことによるバイアスは生じて

いる可能性があり、協力者の単純平均や割合

は、国民の実態からずれている可能性も考え

られる。全国の人口で調整するなど、国民健

康・栄養調査の結果の示し方にはさらなる工

夫が必要かもしれない。 

 

D-4 インターネットを利用した食事調査と対面

で行われる食事調査における栄養素・食品群

摂取量の妥当性レビュー 

 これまでの国民健康・栄養調査の協力率の

減少は、特に 59 歳以下の者において顕著で

あることを踏まえると、今後、国民健康・栄養調

査の新しい食事調査方法として、インターネッ

トを活用した調査を検討することは、協力率向

上のための１つの手段となる可能性が示唆さ

れる。 

 

D-5 食物摂取頻度調査法を使用した食事調

査への協力率 

 世帯協力率は、最新の令和元年国民健康・

栄養調査の栄養摂取状況調査への世帯協力

率（54.4％）(6)より低かったが、本調査の個人別

の協力率はと世帯協力率より高く、これは世帯

の代表者とコンタクトできれば、他の世帯員か

らも調査協力を得られるという世帯単位の調査
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の利点によるものと考えられる。したがって、世

帯単位の調査はより多くの協力人数を集める

手段の 1 つとして有用であることが示唆された。

ただし、主に世帯で食事を用意する者が世帯

全員分の食事を記録する比例案分法を用い

た食事記録法を使用している国民健康・栄養

調査と異なり、食物摂取頻度調査は自記式で

あるため、80 歳以上の者においては回答が難

しかった可能性が考えられる。今後は、世帯構

成なども考慮した上で、国民にとって回答しや

すい食事調査方法のさらなる検討が必要であ

る。 

D-6 食物摂取頻度調査法に協力した者にお

ける他の食事調査への協力や食物摂取頻度

調査法に対する認識 

 20～30 歳代では、食事調査法に関わらず協

力の可能性が低く、その要因として時間的な

問題も関係している可能性が示唆された。また、

80 歳代以上の高齢者では健康状態が食事調

査への参加に大きく関わる可能性が示された。

一方で、80 歳以上では、高齢や認知症、介護

等を理由に参加が難しいという意見が複数あり、

配慮の必要性が示唆された。 

Ｅ．結論 

 国民健康・栄養調査の協力率向上は、国民

の代表的な値を把握する上で極めて重要な

課題である。本研究では、性・年齢・職業等

が協力率に影響する要因であることを明ら

かにした。ただし、現在の国民健康・栄養調

査で用いられている世帯案分法による食事

記録法以外の食事調査方法を実施した場合

においても、これらの要因は現状の影響と

は異なる形で影響が出てくる可能性が示唆

された。今後、性・年齢・職業等も考慮した

うえで、協力しやすい調査方法を検討して

いく必要がある。重代入法でみた限り、糖尿

病関連の指標でやや過小評価の可能性が示

されたほかは、大きなバイアスは認められ

なかった。 
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分担研究報告書 

 

職業別の国民健康・栄養調査への協力状況の推移 

 

研究代表者 瀧本秀美（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 国立健康・栄養研究所

栄養疫学・食育研究部） 

研究分担者 黒谷佳代（昭和女子大学 生活科学部 健康デザイン学科） 

研究協力者 松本麻衣、田島諒子（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 国立健康・

栄養研究所栄養疫学・食育研究部） 

 

研究要旨 

国民健康・栄養調査への協力者数は経年的に減少しているため、協力状況を向上させる

ための対策が求められている。そこで、本研究では、調査への協力に影響する要因の１

つと考えられている、調査参加者の職業に着目し、職業と身体状況調査、栄養摂取状況

調査及び生活習慣調査への協力状況との関連を検討することとした。 

 平成 15 年から令和元年までに実施された国民健康・栄養調査のデータを用いて、職業

別の協力状況を集計した。また、職種ごとに身体状況調査、栄養摂取状況調査もしくは

生活習慣調査への協力状況を集計した。 

通常調査年の総協力人数は、平成 15 年から令和元年にかけて、約 2/3程度まで減少

しているなか、通常調査年、拡大調査年ともに、協力人数が最も多い職業は家事従事

者、その他の順に多く、その 2 職種で約３～４割を占めていた。職種ごとにおける身体状

況調査、栄養摂取状況調査、生活習慣調査の各調査への協力状況においては、職業不

明の者を除くすべての職種で、身体状況調査、栄養摂取状況調査、生活習慣調査のす

べてに協力している者が最も多く、次いで、栄養摂取状況調査と生活習慣調査に協力し

ている者が多かった。また、職業不明の者に関しては、生活習慣調査のみに参加した者

が 6 割程度で最も多かった。 

国民健康・栄養調査への協力状況を向上していく上で、今後は、職種ごとに調査に協

力しやすい時間や協力しやすい調査媒体などを含めた詳細な検討が必要である。 

 

Ａ．研究目的 

 国民健康・栄養調査は、海外からの食糧

援助を受けるための基礎資料を得ることを目

的に 1945 年に始まった(1)。その後、経済復興、

食糧事情の改善、高度経済成長を経ていく中

で、生活習慣病などの罹患率の増加に伴い、

現在は、健康増進法に基づき、国民の身体の

状況、栄養摂取量及び生活習慣の状況を明

らかにすることを目的として、身体状況調査、

栄養摂取状況調査、生活習慣調査が毎年実

施されている(1, 2)。しかし、国民健康・栄養調査

への協力者数は経年的に減少しており(3)、協
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力状況を向上させるためには、調査参加者の

特性を詳細に検討し、対策していく必要がある。 

これまでに、身体状況調査、栄養摂取状況

調査及び生活習慣調査への協力率と対象者

特性との関連について、いくつか検討が行わ

れている(4)。性別と協力率の関連では、女性の

協力率が高いことが報告されており、さらに年

齢階級別にみると、男女ともに 60 歳代もしくは

それ以上の者で協力率が高く、20 歳代で最も

協力率が低いことが報告されている(4)。また、

婚姻状況との関連では、男女ともに配偶者あり

の者の協力率が高いことが報告されている(4)。

このように、対象者特性は、調査への協力率と

大きく関連する可能性があるが、平成 15 年度

以降の調査項目の１つである職業と国民健

康・栄養調査への協力状況を検討した報告は

ない。そこで、本研究では、職業と身体状況調

査、栄養摂取状況調査及び生活習慣調査へ

の協力状況との関連を検討することとする。 

 

Ｂ．研究方法 

 平成 15 年から令和元年までに実施された国

民健康・栄養調査のデータを統計法に基づき、

厚生労働大臣に調査票情報の二次利用申請

を行い、承認を得て利用した。 

身体状況調査、栄養摂取状況調査もしくは

生活習慣調査に参加した 20 歳以上の男女

169,698 名（男性：78,734 名、女性：90,964 名）

を解析対象とした。協力者数は、国民健康・栄

養調査に参加した者（１つでも国民健康・栄養

調査の調査項目に参加）を、職業別（専門的・

技術的職業従事者、管理的職業従事者、事

務従事者、販売従事者、サービス職業従事者、

保安職業従事者、農業従事者、林業従事者、

漁業従事者、運輸・機械運転従事者、生産工

程従事者、家事従事者、その他、その他の学

生、不明）に集計した。さらに、職種ごとに身体

状況調査、栄養摂取状況調査もしくは生活習

慣調査への協力状況を集計した。なお、協力

人数の少ない農業従事者、林業従事者、漁業

従事者および勤務している状況とは異なる可

能性がある学生は、職種ごとに身体状況調査、

栄養摂取状況調査もしくは生活習慣調査への

協力状況の集計から除外した。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、匿名化されている国民健康・栄養

調査結果を用いたものであるため、研究機関

における倫理審査の対象外となる。 

Ｃ．研究結果 

 職業別の国民健康・栄養調査への協力状況

の年次推移を図 1（通常調査年）及び図 2（拡

大調査年：平成 24 年と平成 28 年）に示す。通

常調査年の総協力人数は、平成 15 年から令

和元年にかけて、約 2/3 程度まで減少してい

る。職種別にみると、通常調査年、拡大調査年

ともに、協力人数が最も多い職業は家事従事

者であり、次いで、その他に分類される者が多

く、その2職種で約３～４割を占めていた。ただ

し、家事従事者の協力人数は、平成 15 年から

れ令和元年にかけて、1,917 名から 1,070 名と、

約半数まで減少している。また、生産工程従

事者に関しては、平成 15年は 1,211名が協力

していたが、経年的に人数が減少し、令和元

年には約半数の 592 名まで減少している。総

人数は少ないものの、管理的職業従事者にお

いても同様の傾向が確認された。一方で、職

業が不明の者の人数は経年的に増加してい

た(平成 15 年：257 名、令和元年：592 名)。 

通常調査年における男女別の職種ごとの協

力状況の結果を図 3（男性）および図 4（女性）

に示す。平成 15 年から令和元年を通して、管

理的職業従事者および生産工程従事者は男
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性で多い一方で、家事従事者の割合は女性

で多かった。 

職種ごとにおける身体状況調査、栄養摂取

状況調査、生活習慣調査の各調査への協力

状況を図5から図15に示す。平成17年以降、

職業不明の者を除くすべての職種で、身体状

況調査、栄養摂取状況調査、生活習慣調査

のすべてに協力している者が最も多く、中でも

家事従事者は 8 割を超える者が、3 調査すべ

てに協力していた。なお、保安職業従事者、

運輸・機械運転従事者、生産工程従事者は、

3 つの調査すべてに協力する者が、他の職種

よりはやや少なめであり、7 割程度もしくはそれ

を切るような状況であった。次いで、職業不明

の者を除くすべての職種で、栄養摂取状況調

査と生活習慣調査に協力している者が多く、3

調査の協力率が 8割を超えていた家事従事者

（約 1 割）を除き、約 2 割程度であった。また、

職業不明の者に関しては、生活習慣調査のみ

に参加した者が 6 割程度で最も多かった。 

 

Ｄ．考察 

 本研究は、職業別の国民健康・栄養調査

の協力状況を検討した初めての研究である。

平成15年から令和元年までの国民健康・栄養

調査のデータから職種別の協力者数を評価し

たところ、家事従事者が最も協力者数が多く、

次にその他に分類される者が多いことが示さ

れた。また、職種ごとに身体状況調査、栄養摂

取状況調査、生活習慣調査への協力状況を

確認したところ、職業不明の者を除き、3 つの

調査すべてに協力した者が最も多かった。 

平成 15 年から令和元年まで、総参加者数

が約 2/3程度まで減少している中で、特に、参

加者の中で最も多い割合を占めていた家事従

事者の協力者数が約半数まで減少していた。

また、家事従事者における男女比を確認した

ところ、ほとんどが女性で占められていた。平

成 28年社会生活基本調査によると、女性の有

業率が経年的に上昇していることが報告され

ており(5)、女性の社会進出が家事従事者の協

力者数減少を説明する一因である可能性は

高い。また、その次に協力者数の多かった職

種であるその他には、高齢者が含まれる。国

民健康・栄養調査の協力者は、70 歳未満の者

で減少している一方で、70 歳以上の者では増

加傾向をみせている(3)。ただし、70歳以上の者

では、測定会場への移動の問題などが影響し

てか、身体状況調査への協力状況が、他の年

代と比較して、わずかに低い傾向であることも

報告されている(3)。これらは、家事従事者で 8

割を超える者が 3 つの調査すべてに協力して

いた一方で、その他の職種では約 7 割程度の

協力状況にとどまり、かつ、栄養摂取状況調

査と生活習慣調査の 2 調査に協力した者が他

の職種では約１割程度であったところ、その他

の者では約 2 割程度いた状況を説明している

可能性が高い。 

また、男性が人数比を大きく占めている管

理的職業従事者および生産工程従事者の国

民健康・栄養調査への協力人数も大きく減少

している。男性は女性と比較して、国民健康・

栄養調査への協力率が低いことはが、先行研

究で報告されている(4)。ただし、男性と女性で

は雇用形態が異なることが報告されており(6) 、

このことが原因になっている可能性も否めない。

今後は、これらの職種の協力状況を向上して

いたくためにも、性別だけでなく、雇用形態等

も考慮に入れて、より詳細に原因を探っていく

ことが必要かもしれない。 

職業不明の者を除いた職種において、3 調

査すべてに協力した者の割合の次に、栄養摂
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取状況調査と生活習慣調査の 2調査に協力し

た者の割合が多かった。先行研究においても、

身体状況調査は、他の 2 調査と異なり、被調

査者を地区ごとに設定した会場に集めて実施

するため協力率が低いことが報告されている(4)。

就業している者においては、会場が開設され

ている時間に間に合わず、身体状況調査への

協力を難しくしている可能性が考えられる。 

 一方で、職業不明の者は増加傾向にあり、

職業不明の者が最も協力している調査は生活

習慣調査であった。国民健康・栄養調査にお

いて、職業は栄養摂取状況調査を記入する冊

子の最初の世帯状況を確認する際に尋ねら

れているため(2)、栄養摂取状況調査に協力し

ない場合に職業が不明になることが多い。栄

養摂取状況調査で使用されている方法である

食事記録法は、対象者がすべての飲食物を

測定し、記録しなければいけないため、対象

者における負担が大きく、協力率が低くなる傾

向が報告されている(7)。一方で、生活習慣調

査は自記式の質問紙調査であり、参加への負

担が少ない可能性が高いが、前述したように、

身体状況調査は測定会場への来場が必要と

なるため、協力率が低くなっている(4)。これらの

ことは、職業不明の者で生活習慣調査の協力

状況がもっとも高かった結果を部分的に説明

している可能性が高い。職業不明者が増えて

いる現状において、生活習慣調査のような自

記式質問票であれば協力を得やすい職種に

ついて、国民生活基礎調査とのリンケージ等

の手法も加えて、検討していく必要があるかも

しれない。 

 本研究には、いくつかの限界点がある。1

つ目に、今回の協力者数は国民健康・栄養調

査に参加した者を対象としたため、不参加の

者の職種の分布についてはわからない点であ

る。今後、国民生活基礎調査などの結果も踏

まえて検討していくことが必要であるかもしれ

ない。 

2つ目に、世帯状況は栄養摂取状況調査票

の１-2 ページの情報を用いて把握されている

が、職種を尋ねるようになった平成 15 年と翌

年である平成 16年に関しては、身体状況調査

もしくは生活習慣状況調査に協力したが、栄

養摂取状況調査に協力しなかった対象者に

ついては、世帯状況が集計されていなかった

可能性がある。そのため、平成 17 年以降の結

果との相違を解釈することは難しい。 

 

Ｅ．結論 

職種別の国民健康・栄養調査への協力状

況を確認したところ、全体の協力者人数は減

少したが、通常調査年、拡大調査年ともに、家

事従事者、その他に分類される者の協力者数

が経年的に大きな割合を占めている状況に変

化はないことが明らかとなった。その一方で、

職業不明の者の人数が経年的に増加している

ことも明らかとなった。また、職業不明の者を除

くすべての職種で、身体状況調査、栄養摂取

状況調査、生活習慣調査のすべてに協力して

いる者が最も多いが、職業不明の者に関して

は、生活習慣調査のみに参加した者が最も多

く、６割程度存在することも明らかとなった。国

民健康・栄養調査への協力状況を向上してい

く上で、今後は、職種ごとに調査に協力しやす

い時間や協力しやすい調査媒体などを含めた

詳細な検討が必要である。 
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分担研究報告書 

1997年～2019年国民健康・栄養調査の 

地域ブロック別、性別、年齢階級別、 

推定協力率（回答者の人口比）の経年推移に関する研究 

研究分担者 石川 みどり（国立保健医療科学院生涯健康研究部） 

研究分担者 横山  徹爾（国立保健医療科学院生涯健康研究部） 

研究協力者 逸見  治 （国立保健医療科学院生涯健康研究部） 

研究要旨 

目的：本研究では、国民健康・栄養調査（国調）の協力率の近似値として、回答者の調査対

象単位区の人口に対する比を推定し、地域ブロック別、性別、年齢階級別にその近似値の経

年推移を明らかにすることを目的とした。 

方法：１）データベースの作成：①1997年から 2019年の国調の回答者データから、都道府

県別、性別、年齢階級別のデータベースを作成した。②公表統計データ e-Stat から 1997年

から 2019年の国勢調査の全国・都道府県、性別、年齢階級別の人口、都道府県別１世帯当

たり人員数を入手し、国調と同じ年齢階級区分でデータベースに追加した。③全国 12地域

ブロック別のデータとなるよう再集計した。 

２）解析方法：全ての解析は地域ブロック別、性別に行った。①各年次の年齢階級別の回答

者の人口比（以下、推定協力率）を算出した。②年齢階級別・全体の推定協力率の経年推移

を、指数回帰曲線（目的変数：log(推定協力率)、説明変数：年次）でグラフに示した。③

年齢階級別の推定協力率の年平均変化率（Annual Percent Change : APC）、標準誤差、統

計学的な有意性をグラフに示した。 

結果：全国・全ての地域ブロックにおいて、推定協力率は低下していた。また、その APCは、

若い年齢階級層で低下が大きかった。 

Ａ．研究目的 

わが国の国民健康・栄養調査（以下、国調）

は、1945年（昭和 20年）に開始され、毎年、

実施されてきた 1）。国民の健康状態、栄養状

態、栄養素等摂取量等が経年的に把握され

ており、健康日本 21政策の評価に活用され

てきた 2,3）。しかし、近年、国調の協力率は

低下していることが報告されている 4）。 特

に若年成人期の協力率が低下しており、全

体の調査結果に影響している 5）。 

健康栄養データの大部分は、調査の協力

率に関係している 6)。生成されたデータの

代表性は、協力率が低い、または協力率の継

続的な低下があることにより、調査結果の

一般化と、推定値の正確性に深刻な影響が

ある 7-9)。  

厚生労働省は、協力率を向上させるため

に調査必携やマニュアルを随時改訂してき

たが、それでもなお徐々に低下している。 

一方、日本では、人口減少および世帯構造
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の変化がみられ、住民の生活様式は多様化

している。一軒家ではなく集合住宅での居

住、大家族世帯の減少、独居世帯の増加な

ど、1世帯当たり人員数の減少が報告されて

いる 10）。 

このような状況から、国調の協力率の経

年的な変化をモニタリング評価すること、

また地域別にその特徴を把握することは重

要である。これまで国全体の協力率の変化

は分析されてきたが 11）、地域別の協力率の

経年推移、また１世帯当り人員数の変化を

加味した協力率の分析については報告され

ていない。 

国調は先行する国民生活基礎調査（以下、

基礎調）の単位区から無作為抽出した全国

計 300 単位区（通常調査年）で調査を行う

ため、協力率の計算では、基礎調の協力世帯

の人数に対する割合とすることが多い。一

方、基礎調の協力率は 100%ではないため、

協力率に関する指標のひとつに、「回答者の

人口比（調査対象単位区の人口に対する回

答者の人数比）」も考えられる。そこで本研

究では、国調における地域別、調査対象単位

区の人口に対する回答者の人数比（以下、推

定協力率）を算出し、その長期的な経年推移

を分析した。 

従って、本研究の目的は、1997 年から

2019までの国調における性別、地域別、年

齢階級別の推定協力率の経年推移を明らか

にすることである。  

 

Ｂ．方法 

（１）データベースの作成 

本研究では、国調データを活用した。統計

法（平成 19 年法律第 53 号）の規定に基づ

き、公的統計（国民栄養調査・国民健康・栄

養調査）の調査票情報の提供申請を厚生労

働省に提出し、承認を得てデータを入手し

た。 

国調の回答者データベースが、次のステ

ップで作成された。 

①1997 年から 2019 年までの国調の栄養摂

取状況調査票、身体状況調査票、生活習慣調

査票のいずれかに回答した者のデータが抽

出された。1997年以降のデータとした理由

は、地域別の個人別栄養素摂取量を把握で

きるためである。次に、都道府県別、性別、

年齢階級別の回答者人数を示すデータベー

スが作成された。（国調と同じ年齢階級区

分：1-6、7-14、15-19、20-29、30-39、40-

49、50-59、60-69、70-79、80歳以上とした。） 

②公表統計データ e-Stat から、1997 年か

ら 2019年までの国勢調査の全国・都道府県

別、性別、年齢階級別の人口、都道府県別の

１世帯当たり人員数の情報を入手し、国調

と同じ年齢階級区分でデータベースに追加

した。 

 なお、国勢調査は、5年毎に実施される悉

皆調査である。その他の年次は人口推計で

ある 12）。また、国勢調査および人口推計で

は、都道府県別人口の年齢階級区分は 5 歳

刻みである。国調と同じ年齢階級区分の人

口にする為、1～6 歳、7～14 歳階級につい

ては、国勢調査および人口推計の 0～4 歳、

5～9歳人口のそれぞれ１／５を各年齢の人

口と仮定し、1～6 歳、7～14 歳の計として

算出した。 

③都道府県別、性別の回答者人数が少ない

県があるため、12地域ブロック別人数とな

るように再集計した。 

なお、各地域ブロックの都道府県は、次の

通りである。北海道（北海道）、東北（青森
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県，岩手県，宮城県，秋田県，山形県，福島

県）、関東Ⅰ（埼玉県，千葉県，東京都，神

奈川県）、関東Ⅱ（茨城県，栃木県，群馬県，

山梨県，長野県）、北陸（新潟県，富山県，

石川県，福井県）、東海（岐阜県，愛知県，

三重県，静岡県）、近畿Ⅰ（京都府，大阪府，

兵庫県）、近畿Ⅱ（奈良県，和歌山県，滋賀

県）、中国（鳥取県，島根県，岡山県，広島

県，山口県）、四国（徳島県，香川県，愛媛

県，高知県）、北九州（福岡県，佐賀県，長

崎県，大分県）、南九州（熊本県，宮崎県，

鹿児島県，沖縄県） 

 

（２）解析方法 

経年推移の分析は、全て地域ブロック別、

性別に、以下のステップで行った。 

国調の拡大調査年 2012年及び 2016年は、

調査対象の抽出方法・抽出人数が異なる為

13,14）、本研究の分析に含めていない。 

 

①協力率に関する指標として、各年次の年

齢階級別・全体の推定協力率を算出した。ま

た、推定協力率の経年推移（1997 年から

2019年まで）を算出した。ここで、「推定協

力率＝回答人数÷調査対象単位区人口」で

あり、「調査対象単位区人口＝単位区数×１

単位区当たり平均人口」、「１単位区当たり

人口＝１単位区当たり世帯数×１世帯当た

り人員数」である。国勢調査区は、国勢調査

の調査区の設定の基準等に関する省令でお

おむね 50世帯と定められているため、それ

を分割して作成した単位区は、１単位区当

たり平均 25世帯と仮定し、１世帯当たり人

員数は国勢調査による値（中間年は線形補

間値）を用いた。また、性・年齢階級別の調

査対象単位区人口は、調査対象単位区人口

計を当該地域ブロック全体の性・年齢階級

別人口に比例して案分することで推定した。 

②年齢階級別・全体の回答者人口比の経年

推移を指数回帰曲線（目的変数：log(推定協

力率)、説明変数：年次）でグラフに示した。 

 国調の対象は、（国勢調査から抽出された）

基礎調の単位区から無作為抽出された 300

単位区内の全世帯と世帯員である。国調で

は、毎年ほぼ同数の世帯を対象に調査を実

施している 1）。そのため、②の分析では、

1997年から 2019年までの年次に関係なく、

１単位区内の平均世帯数が同じ（平均 25世

帯）であると仮定したが、推定協力率の妥当

性はこの仮定に依存する。 

③年齢階級別の推定協力率の経年推移を、

指数回帰曲線でグラフに示した。 

④年齢階級別の推定協力率の年平均変化率

（Annual Percent Change : APC(%)）、標準

誤 差 、 統 計 学 的 な 有 意 性

(*p<0.05,**p<0.01)をグラフに示した。

APC(%) = (exp(指数回帰の回帰係数)-1)×

100で算出し、１年当たりの“相対的な変化”

を意味する。さらに、年齢階級毎の APC の

差異を考察する為の補助として、1997年（最

初の年）の推定協力率をグラフに加えた。 

 

C．結果 

 全国・地域ブロック別、性別に、結果を以

下の２つのグラフで示した。 

グラフ（左）に、年齢階級別の推定協力率

の経年推移（指数回帰曲線）を示した。その

結果、全国および全ての地域ブロックで、推

定協力率は、年々低下していた。 

グラフ（右）に、年齢階級別の推定協力率

の、APC、標準誤差、統計学的な有意性

(*p<0.05,**p<0.01)を示した。その結果、全
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国の全年齢階級の APC は、男性は-1.6％、

女性は-1.8％であった（グラフ内に値の記

載なし）。全ての地域ブロックにおける全年

齢階級計の APCの範囲は、男性では、-2.3％

～-0.9％、女性では、-2.4％～-0.9％と低下

率に幅があり（グラフ内に値の記載なし）、

地域差がみられた。年齢階級別にみると、ほ

ぼすべての地域ブロックで、20歳代、30歳

代、40 歳代の推定協力率の APC（低下率）

が大きかった。 

Ｄ．考察 

本研究では、1997 年から 2019 までの国

調における地域ブロック別、性別、年齢階級

別の推定協力率（回答者人口比）の経年推移

を明らかにした。わが国の健康日本 21（第

二次）栄養・食生活領域において、栄養状態

（BMI）、食塩摂取量、野菜摂取量は重要な指

標であり、多くの指標（例：食塩摂取量、野

菜摂取量等）は、国調データからの分析によ

って評価されている 2）。 

また健康日本 21（第二次）の最終目標に

は、健康格差の縮小が掲げられているため、

上記の指標の地域差がモニタリング評価さ

れている 3）。従って、国調の地域ブロック別

の推定協力率（回答者人口比）の経年的な変

化を明らかにすることは重要である。 

先行研究において、国調の全国レベルの

性別、年齢階級別の回答者人数や協力率の

経年的な低下は報告されてきたが 4,5）、地域

ブロック別の状況は報告されていなかった。

また、これまでは基礎調の協力者に対する

比で協力率を計算しており、調査対象単位

区の人口に対する比での検討は報告されて

いない。 

従って、本研究では、全国・地域ブロック

別、推定協力率（回答者人口比）を算出し分

析した。その結果、推定協力率は低下してお

り、かつ、ほぼ全ての地域ブロックで 20歳

代から 40 歳代の年齢階級層の年平均低下

率が大きいことを新たに確認した。 

なお、他国の国民健康栄養調査の協力率

に関するいくつかの研究報告がある。フィ

ンランドでは若年層の調査への協力率が低

いことが示唆されている 15）。デンマークで

は、協力率の低下の背景に、少数民族、居住

地、言語、病気の有無が確認された 16,17）。

ドイツでは、協力率と社会経済的地位また

は性別との関係が報告された 18）。これらの

報告では、調査の非参加者のバイアスを分

析する必要があることも議論されている。

しかし、それらの研究報告は、全国レベルの

結果であり、地域別の特徴や差違に関する

報告はされていない。 

日本では人口が減少しており、かつ世帯

構造は、大家族から小家族（一人暮らしを含

む）へと変化しており、1世帯当たり人員数

は減少している 10）。 

国調は、1945年から現在に至るまで、ほ

ぼ同じ 300 単位区、世帯数を対象に調査を

実施してきた。近年、1世帯当たり人員数は

減少しており、単位区内の世帯数はほぼ一

定のため、同じ 300 単位区での調査対象人

数は減少する。今後、国調の調査対象人数を

検討する際は、1世帯当たり人員数の低下に

ついても考慮する必要があるかもしれない。

また今後、各地域ブロックの協力率をどの

ように向上させるかは重要な課題である 

本研究にいくつかの限界がある。本研究

では、わが国の１世帯当たり人員数の減少

を考慮して調査対象単位区内の人口を推計

して用いたが、単位区内世帯数や世帯構造
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の変化を加味した検討には至っていない。

特に、単位区内世帯数が平均 25世帯で一定

とする仮定は、方法の妥当性に重要である。

またその分析のために適切なデータがみつ

けられていないため、今後の課題としたい。 

また本データベースが、国調の回答者デ

ータに基づくものである。非回答者の状況

が不明であるため、本調査の母集団である

国民生活基礎調査データとのリンケージを

行い、非回答者の特徴を明らかにすること

が必要であろう。 

  

Ｅ．結論 

本研究では、国民健康・栄養調査における

地域ブロック別、性別、年齢階級別の 1997

年から 2019までの推定協力率（調査対象単

位区の人口に対する回答者の人数比）の経

年推移を明らかにした。その結果、全国及び

全ての地域ブロックにおいて推定協力率が

低下していた。また若い年齢階級層の年平

均低下率が大きかった。 
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グラフ 全国・地域ブロック別、性別、年齢階級別 

推定協力率の経年変化（左）／ 推定協力率の年平均変化率（右） 
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注）東北ブロック：青森県，岩手県，宮城県，秋田県，山形県，福島県 
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注）関東Ⅰブロック：埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県 
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注）関東Ⅱブロック：茨城県，栃木県，群馬県，山梨県，長野県 
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注）北陸ブロック：新潟県，富山県，石川県，福井県 
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注）東海ブロック：岐阜県，愛知県，三重県，静岡県 
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注）近畿Ⅰブロック：京都府，大阪府，兵庫県 
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注）近畿Ⅱブロック：奈良県，和歌山県，滋賀県 
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注）中国ブロック：鳥取県，島根県，岡山県，広島県，山口県 
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注）四国ブロック：徳島県，香川県，愛媛県，高知県 
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注）北九州ブロック：福岡県，佐賀県，長崎県，大分県 
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注）南九州ブロック：熊本県，宮崎県，鹿児島県，沖縄県 
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令和３年度厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

分担研究報告書 

国民生活基礎調査とのリンケージによる協力率の算出とバイアスの検討 

研究分担者 横山 徹爾（国立保健医療科学院生涯健康研究部） 

研究要旨 

近年、国民健康・栄養調査の協力率は低下傾向にあることから、代表性が損なわれることが

危惧される。そこで本分担研究では、国民健康・栄養調査とその親標本である国民生活基礎

調査とを個人単位でレコードリンケージして多重代入法を適用し、未回答・未測定および非

協力によるバイアスがどの程度生じているのかを推定することを目的とする。多重代入法

では、第１段階で国民健康・栄養調査の情報のみで欠損値の補完を行ったうえで、第２段階

で国民生活基礎調査の情報を用いて非協力者の補完を行った。若い年齢層では協力率が低

く、望ましくない生活習慣の者は協力率が低い可能性が示唆された。糖尿病関連の指標で非

協力バイアスによる過小評価の可能性が示されたほかは、大きなバイアスは認められなか

った。 

Ａ．研究目的 

国民健康・栄養調査（以下、国調）の通常

調査年の対象地区は、直近の国民生活基礎

調査（以下、基礎調）の単位区から無作為抽

出により選定され、国民を代表するデータ

として長年にわたって活用されている。し

かし近年、国調の協力率は低下傾向にある

ことから、その代表性が損なわれることが

危惧される。西ら１）は基礎調に協力した世

帯の 20 歳以上の世帯員を対象として、個人

単位でレコードリンケージを行い、世帯や

個人の特性により国調の協力率に差がみら

れたことから、代表性が損なわれてきてい

る可能性を示唆した。しかし、そのような協

力率の差により、どの程度の大きさのバイ

アスが生じているのかは不明である。また、

国調は、身体状況調査、栄養摂取状況調査、

生活習慣調査の３つから成り、各調査によ

り協力率が異なるだけでなく、調査項目に

よって未回答・未測定（欠損値）の頻度が異

なるため、これによりさらにバイアスが加

わる可能性も否定できない。 

このような調査への非協力および調査項

目毎の欠損を補完し、生じているバイアス

の大きさを推定可能な統計学的方法として、

多重代入法(multiple imputation)が提案さ

れている２）。多重代入法は、既知の（測定さ

れている）対象者の属性や調査項目の値か

ら、欠損値の値を推定して補完するという

のが基本的な考え方である。Okuboら３）は、

乳幼児栄養調査と、その親標本である基礎

調とをレコードリンケージして、基礎調で

得られた情報から、多重代入法により乳幼

児栄養調査の欠損値を補完し、非協力によ

るバイアスはかなり小さいことを示した。 

国調（通常調査年）の対象地区も、親標本

である基礎調の単位区から無作為抽出され

ているため、基礎調とレコードリンケージ

すれば、基礎調で把握された属性や調査項

目の値から、国調の非協力者の値を推定し

て補完し、バイアスの大きさを評価するこ
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とが可能と考えられる。この補完には２段

階を踏む３）。第１段階では、国調のみで欠損

値の補完を行う。例えば欠損値の少ない生

活習慣状況調査の情報を用いて、欠損値の

多い身体状況調査の値を補完する。同一調

査内で補完する方が多くの情報を利用でき

るという利点がある。第１段階の補完を行

ったうえで、第２段階で基礎調の情報を用

いて、国調の非協力者の補完を行う。これら

により最終的に、未回答・未測定・非協力に

よるバイアスを推定する。 

本分担研究では、国調と基礎調とを個人

単位でレコードリンケージして多重代入法

を適用し、未回答・未測定・非協力によるバ

イアスがどの程度生じているのかを推定す

ることを目的とする。 

 

Ｂ．方法 

令和元年国調と令和元年基礎調データを

目的外利用申請したうえで使用した。20歳

以上の男女を分析対象とし、全ての分析は

男女別に行った。 

○第１段階 

国調の身体状況調査、栄養摂取状況調査、

生活習慣調査データを個人ごとに突合し、

多重代入法により未回答・未測定（欠損値）

の値を補完した。用いた項目は、年齢、世帯

員の人数、および表１に示した身体状況調

査 29 項目、生活習慣調査 18 項目、栄養状

況調査 27 項目である。 

○第２段階 

 第１段階で補完した国調データと基礎調

の健康票を個人ごとに突合し、多重代入法

により未回答・未測定（欠損値）の値を補完

した。用いた項目は、年齢および表＃に示し

た 25 項目である。 

○多重代入法 

多重代入法の計算には、統計ソフト SAS

の PROC MI を使用し、連続変数の補完に

は回帰法を、カテゴリー変数の補完には判

別関数法を用いた。補完前と補完後では年

齢構成が変わる（協力率の低かった年齢の

データが補完されて増える）可能性がある

ため、各項目の平均値と割合を年齢調整し

たうえで比較した。 

○非協力と関連する要因分析 

 基礎調の健康票に回答した者のうち、基

礎調に回答した者の割合（協力率）と関連す

る要因を、クロス表とχ２検定、および多重

ロジスティックモデルを用いて“非協力”の

年齢調整オッズ比を算出した。 

 

Ｃ．結果 

図１に、国調と基礎調を突合したプロセ

スを示す。国調の協力者（いずれかの調査に

協力した者）は 2,842 世帯の 6,820 人で、

基礎調の協力者は 217,179 世帯の 534,787

人だった。最終的に突合に成功した国調の

協力者は 2,763 世帯(98.9%)の 6,449 人

(95.8%)、同じ地区での基礎調の協力者は

4,571世帯の 11,266人であり、基礎調の協

力者に対する国調の協力者の割合（協力率）

は、世帯で 60.0%、人数で 57.2%だった。国

調と基礎調の各調査人数を図２にベン図で

整理する。 

表１に、国調の協力率と関連する要因に

ついての検討結果を示す。従来の報告と同

様に、若い年齢層の協力率が低い。年齢調整

オッズ比（値が大きいと非協力になりやす

い）でみると、健康上の問題で日常生活に影

響のある者(Q5)と、健康意識がよくない

(Q6)者で協力率が低い。また、男性で睡眠時

間が少ない者(Q10)、女性で睡眠が十分にと
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れていない者(Q11)も協力率が低い。女性で

毎日飲酒する者(Q13)、男女ともに喫煙者

(Q14)で協力率が低い。健康のために実行し

ている事柄(Q15_01～Q15_09)のうち、食事

に気をつけ、運動をして、飲酒・喫煙を控え

ている者では協力率が高い。健診受診者、脂

質異常症と高血圧で通院している者でも協

力率が高い。 

表２に、分析に使用した項目の欠損値の

割合（何れかの調査データがある人数に対

する割合）を示す。生活習慣調査の欠損値は

1.9～4.9%と比較的少なく、栄養状況調査の

食品群・栄養素等摂取量の欠損値は約 15%で

ある。身体活動調査では、BMIの欠損値は 24

男性 28%、女性 24%、歩数の欠損値は約 20% 

なのに対して、血圧と血液検査は約 50～60%

が欠損値である。 

表３Ａ（男性）、表３Ｂ（女性）に、元の

値の（補完前の）平均値、補完後の平均値、

および補完前後の平均値の差（バイアス）を

示す。年齢調整なしの場合、国調内・基礎調

を用いた場合のいずれでも血圧が補完後に

低めになるが、身体状況調査の協力率が低

い若い年齢層のデータが補完される（血圧

が低い年齢層のデータが増える）ためと考

えられ、年齢調整して比較すると差はわず

かである。身体状況調査ではバイアスは非

常に小さく、基礎調を用いて補完した場合、

中性脂肪が男性で+2.6%が最大だった。 

栄養状況調査も年齢調整なしの場合には

少しバイアスが生じるが、年齢調整すると

バイアスは全体的に非常に小さく、摂取量

の少ない種実類やきのこ類でやや大きめ

の%biasだが、絶対量としての差はわずかで

ある。 

表４Ａ（男性）、表４Ｂ（女性）に、元の

値の（補完前の）割合、補完後の割合、およ

び補完前後の平均値の差（バイアス）を示

す。生活習慣調査では、全体的にバイアスは

小さい。しかし、身体状況調査のうち、糖尿

病に関連する項目にバイアスがみられ、過

小評価となっている可能性がある。 

Ｄ．考察 

 国調と基礎調のデータを個人単位でレコ

ードリンケージし、国調の非協力者の特徴

を調べたうえで、多重代入法を用いて非協

力によるバイアスの大きさを推定した。 

若い年齢層では、従来の報告と同様に協

力率が低かった。健康上の問題で日常生活

に影響のある者と、健康意識がよくない者

など、自身の健康に不安を持っている者で

協力率が低かった。また、喫煙・飲酒習慣が

あり、睡眠が不十分で、食事や運動などの生

活習慣に気をつけていない者で協力率が低

いようである。そのため、国調の結果は健康

状態や生活習慣が良い方にバイアスが生じ

ている可能性がある。糖尿病関連の指標が

過小評価されている可能性が示されたのは、

そのためかもしれない。その他の項目では

多重代入法で補完した限りでは大きなバイ

アスは見られなかったが、潜在的に良い方

向へのバイアスが生じている可能性は考慮

しておくべきだろう。 

年齢調整しない場合、補完後に血圧が低

めになったが、これは若い年齢層の協力率

が低いためと考えられる。年齢調整すれば

この差は小さなものとなるが、言い換える

と、若い年齢層の協力率が低いことによる

バイアスは生じているわけであり、協力者

の単純平均や割合は、国民の実態からずれ

ている可能性がある。全国の人口に調整す
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るなど、国調の結果の示し方にはさらなる

工夫が必要であろう。 

Ｅ．結論 

 国調と基礎調のデータを個人単位でレコ

ードリンケージし、国調の非協力者の特徴

を調べたうえで、多重代入法を用いて非協

力によるバイアスの大きさを推定した。若

い年齢層の協力率が低く、望ましくない生

活習慣の者は協力率が低いようである。多

重代入法でみた限り、糖尿病関連の指標で

やや過小評価の可能性が示されたほかは、

大きなバイアスは認められなかった。 
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表１ 国民健康・栄養調査の協力率と関連する要因 
    男性 女性 

    
協力率 

非協力の 
年齢調整オッズ比 

(95%信頼区間) 
協力率 

非協力の 
年齢調整オッズ比 

(95%信頼区間) 
年齢         

 20-29 歳 46.8% 2.09 (1.65-2.65) 46.7% 2.24 (1.78-2.82) 
 30-39 歳 49.0% 1.91 (1.53-2.39) 53.8% 1.69 (1.35-2.10) 
 40-49 歳 51.0% 1.76 (1.45-2.14) 54.1% 1.66 (1.37-2.02) 
 50-59 歳 55.8% 1.45 (1.19-1.78) 60.4% 1.29 (1.05-1.57) 
 60-69 歳 64.7% 1 (基準) 66.2% 1 (基準) 
 70-79 歳 69.1% 0.82 (0.67-1.01) 70.0% 0.84 (0.69-1.03) 
 ≧80 歳 62.0% 1.12 (0.87-1.45) 54.1% 1.66 (1.34-2.06) 

Q3 自覚症状の有無     
1 あり 60.8% 1.06 (0.92-1.21) 59.7% 1.12 (0.99-1.27) 
2 なし 58.2% 1 (基準) 60.5% 1 (基準) 

Q4 通院の有無     
1 あり 63.6% 0.91 (0.79-1.05) 63.8% 0.88 (0.78-1.01) 
2 なし 54.8% 1 (基準) 56.5% 1 (基準) 

Q5 日常生活への影響の有無    
1 あり 60.3% 1.20 (0.99-1.46) 57.2% 1.25 (1.06-1.49) 
2 なし 58.7% 1 (基準) 60.5% 1 (基準) 

Q7 健康意識     
1 よい 56.8% 1.01 (0.86-1.20) 58.1% 1.00 (0.85-1.19) 
2 まあよい 59.1% 1.00 (0.84-1.19) 62.2% 0.87 (0.74-1.03) 
3 ふつう 60.0% 1 (基準) 60.5% 1 (基準) 
4 あまりよくない 59.2% 1.19 (0.97-1.47) 60.3% 1.03 (0.86-1.24) 
5 よくない 48.8% 1.81 (1.15-2.84) 50.0% 1.63 (1.07-2.49) 

Q8 健康食品の摂取の有無     
1 あり 62.5% 0.89 (0.77-1.03) 61.6% 0.96 (0.84-1.09) 
2 なし 57.8% 1 (基準) 59.5% 1 (基準) 

Q9 悩みやストレスの有無     
1 あり 58.4% 0.99 (0.87-1.12) 59.3% 1.02 (0.91-1.15) 
2 なし 59.3% 1 (基準) 61.2% 1 (基準) 

Q10１日の平均的な睡眠時間    
1 5 時間未満 52.9% 1.41 (1.08-1.84) 61.5% 0.90 (0.70-1.14) 
2 5 時間以上 6 時間未満 56.8% 1.17 (0.97-1.40) 59.7% 0.92 (0.77-1.09) 
3 6 時間以上 7 時間未満 58.2% 1.15 (0.97-1.37) 62.1% 0.83 (0.70-0.98) 
4 7 時間以上 8 時間未満 63.4% 1 (基準) 58.0% 1 (基準) 
5 8 時間以上 9 時間未満 66.1% 0.99 (0.74-1.32) 59.3% 0.93 (0.68-1.27) 
6 9 時間以上 57.0% 1.54 (0.97-2.45) 45.2% 1.58 (0.96-2.58) 

Q11 睡眠による休養充足度    
1 充分とれている 59.4% 1.11 (0.94-1.31) 58.1% 1.20 (1.01-1.41) 
2 まあまあとれている 59.8% 1 (基準) 62.1% 1 (基準) 
3 あまりとれていない 58.0% 1.00 (0.85-1.18) 56.5% 1.21 (1.05-1.41) 
4 まったくとれていない 47.5% 1.49 (0.89-2.49) 62.2% 0.89 (0.56-1.41) 

Q13 飲酒状況     
1 毎日 62.0% 1.01 (0.78-1.31) 55.7% 1.45 (1.02-2.07) 
2 週 5～6 日 59.3% 1.07 (0.78-1.46) 54.3% 1.58 (1.02-2.44) 
3 週 3～4 日 59.0% 1 (基準) 62.6% 1 (基準) 
4 週 1～2 日 59.1% 0.91 (0.66-1.24) 63.6% 0.89 (0.62-1.29) 
5 月 1～3 日 57.3% 0.95 (0.67-1.35) 56.6% 1.22 (0.85-1.76) 
6 ほとんど飲まない 59.4% 0.97 (0.73-1.27) 61.7% 1.06 (0.77-1.45) 
7 やめた 53.0% 1.65 (1.09-2.50) 37.3% 3.07 (1.67-5.64) 
8 飲まない（飲めない） 55.4% 1.20 (0.92-1.57) 61.1% 1.17 (0.86-1.58) 

Q14 喫煙状況     
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1 毎日吸っている 54.2% 1.18 (1.02-1.36) 49.4% 1.61 (1.30-1.98) 
2 時々吸う日がある 44.3% 1.66 (0.99-2.79) 34.8% 2.87 (1.55-5.32) 
3 以前は吸っていた 63.8% 0.89 (0.71-1.11) 59.0% 1.07 (0.75-1.53) 
4 吸わない 60.5% 1 (基準) 61.6% 1 (基準) 

Q15_01 規則正しく朝・昼・夕の食事をとっている   
0 実行していない 53.2% 1 (基準) 54.7% 1 (基準) 
1 実行している 64.7% 0.74 (0.65-0.84) 64.3% 0.76 (0.67-0.86) 

Q15_02 バランスのとれた食事をしている   
0 実行していない 56.5% 1 (基準) 58.0% 1 (基準) 
1 実行している 63.6% 0.84 (0.73-0.96) 63.5% 0.87 (0.77-0.98) 

Q15_03 うす味のものを食べている    
0 実行していない 57.4% 1 (基準) 58.6% 1 (基準) 
1 実行している 64.0% 0.95 (0.81-1.12) 63.3% 0.96 (0.84-1.09) 

Q15_04 食べ過ぎないようにしている   
0 実行していない 56.8% 1 (基準) 58.6% 1 (基準) 
1 実行している 62.3% 0.91 (0.80-1.04) 62.3% 0.92 (0.81-1.03) 

Q15_05 適度に運動（スポーツを含む）をするか 身体を動かしている 
0 実行していない 56.4% 1 (基準) 57.8% 1 (基準) 
1 実行している 62.7% 0.83 (0.73-0.94) 65.0% 0.82 (0.72-0.94) 

Q15_06 睡眠を十分にとっている    
0 実行していない 56.4% 1 (基準) 59.2% 1 (基準) 
1 実行している 63.3% 0.86 (0.75-0.98) 62.2% 0.92 (0.81-1.04) 

Q15_07 たばこを吸わない    
0 実行していない 55.8% 1 (基準) 57.5% 1 (基準) 
1 実行している 63.1% 0.80 (0.71-0.91) 63.7% 0.78 (0.69-0.88) 

Q15_08 お酒を飲み過ぎないようにしている   
0 実行していない 57.6% 1 (基準) 59.0% 1 (基準) 
1 実行している 61.9% 0.91 (0.79-1.05) 63.7% 0.81 (0.70-0.93) 

Q15_09 ストレスをためないようにしている   
0 実行していない 57.7% 1 (基準) 58.6% 1 (基準) 
1 実行している 61.6% 0.95 (0.83-1.10) 63.9% 0.88 (0.77-1.00) 

Q16 健診受診の有無     
1 受けた 60.0% 0.74 (0.64-0.85) 62.3% 0.76 (0.67-0.87) 
2 受けない 55.3% 1 (基準) 55.9% 1 (基準) 

Q4_1_01 通院・糖尿病     
0 なし 58.5% 1 (基準) 60.0% 1 (基準) 
1 あり 63.1% 1.11 (0.88-1.39) 62.1% 1.13 (0.86-1.48) 

Q4_1_02 通院・肥満症     
0 なし 58.9% 1 (基準) 60.1% 1 (基準) 
1 あり 67.6% 0.74 (0.36-1.54) 56.5% 1.45 (0.63-3.35) 

Q4_1_03 通院・脂質異常症    
0 なし 58.3% 1 (基準) 59.0% 1 (基準) 
1 あり 69.5% 0.73 (0.55-0.98) 73.5% 0.65 (0.51-0.83) 

Q4_1_04 通院・高血圧症     
0 なし 58.9% 1 (基準) 59.8% 1 (基準) 
1 あり 70.4% 0.68 (0.29-1.57) 73.4% 0.63 (0.41-0.97) 

Q4_1_05 通院・歯の病気     
0 なし 58.9% 1 (基準) 60.2% 1 (基準) 
1 あり 63.5% 0.72 (0.45-1.17) 57.1% 1.07 (0.73-1.57) 
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表２．令和元年国民健康・栄養調査における欠損値の頻度（国民生活基礎調査とリンケージでき

た 20 歳以上，一部項目のみ） 
  男 n=2584 女 n=2935 
身体状況調査    
身長 27.6% 24.0% 
体重 27.9% 24.2% 
BMI 28.0% 24.3% 
腹囲 33.9% 30.8% 
SBP 59.4% 50.7% 
DBP 59.4% 50.7% 
１日の身体活動量（歩数） 21.2% 20.2% 
血色素量 62.3% 54.2% 
血糖値 62.3% 54.2% 
HbA1c 62.2% 54.2% 
総コレステロール 62.1% 54.0% 
HDL コレステロール 62.1% 54.0% 
LDL コレステロール 62.1% 54.0% 
中性脂肪 62.1% 54.0% 
総たんぱく質 62.1% 54.0% 
アルブミン 62.1% 54.0% 
クレアチニン 62.1% 54.0% 
尿酸 62.1% 54.0% 
血清鉄 62.1% 54.0% 
TIBC(総鉄結合能) 62.1% 54.0% 
服薬-血圧 53.6% 46.2% 
服薬-脈の乱れを治す薬 53.6% 46.3% 
服薬-コレステロール 53.6% 46.3% 
服薬-中性脂肪 53.6% 46.3% 
服薬-貧血 53.6% 46.3% 
糖尿病の指摘の有無 53.2% 45.9% 
現在、糖尿病の治療の有無 53.2% 46.0% 
インスリン注射・血糖を下げる薬 56.0% 48.7% 
糖尿病が疑われるか 62.3% 54.4% 

生活習慣調査    
問１ 外食の利用頻度 1.9% 1.8% 
問２ 持ち帰りの弁当や総菜の利用頻度 2.0% 1.7% 
問３ 配食サービスの利用頻度 1.9% 1.7% 
問４ 健康食品の飲食 1.9% 1.9% 
問５ 食習慣改善の意思 2.1% 2.2% 
問７ 食生活に影響を与えている情報源 2.1% 2.0% 
問８ 運動習慣改善の意思 2.1% 2.1% 
問 10 睡眠時間 2.0% 1.9% 
問 11 睡眠の質 2.0% 1.8% 
問 13 現在たばこを吸っている 2.2% 1.8% 
問 14 受動喫煙の機会 5.1% 4.9% 
問 15 飲酒の頻度 1.9% 1.7% 
問 16 自分の歯の本数 2.7% 2.6% 
問 17 かんで食べるときの状態 2.1% 1.8% 
問 18 オ 奥歯でしっかり噛みしめられる 2.4% 2.6% 
問 19 イ 地域の人々とのつながり 2.1% 2.2% 
問 20 就業状況 1.9% 1.8% 
問 21 ア 町内会や地域行事などの活動 2.2% 2.4% 

栄養摂取状況調査    
摂取食品群・栄養素等 15.3% 14.6% 

※何れかの調査データがある人数に対する欠損値の割合 
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-0

.1
 

-0
.8

%
 

菓
子
類

 （
81

-8
5）

 
27

.1
 

27
.2

 
-0

.1
 

-0
.4

%
 

27
.2

 
-0

.1
 

-0
.5

%
 

27
.0

 
0.

1 
0.

4%
 

27
.3

 
-0

.2
 

-0
.7

%
 

嗜
好
飲
料
類

 （
86

-9
1）

 
59

1.
4 

59
3.

1 
-1

.8
 

-0
.3

%
 

59
3.

7 
-2

.3
 

-0
.4

%
 

58
8.

1 
3.

3 
0.

6%
 

59
1.

9 
-0

.5
 

-0
.1

%
 

調
味
料
・
香
辛
料
類

 （
92

-9
8）

 
60

.3
 

60
.2

 
0.

2 
0.

3%
 

60
.2

 
0.

1 
0.

2%
 

59
.8

 
0.

5 
0.

8%
 

60
.4

 
-0

.1
 

-0
.2

%
 

56



表
４
Ａ
．
令
和
元
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
に
お
け
る
欠
損
値
に
よ
る
バ
イ
ア
ス
の
推
定
（

20
歳
以
上
，
一
部
項
目
の
み
）【

男
性
】

 
 

 
 

 
 

 
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
内
で
補
完

 
国
民
生
活
基
礎
調
査
を
用
い
て
補
完

 
 

 
 

 
 

年
齢
調
整
な
し

 
年
齢
調
整
あ
り

 
年
齢
調
整
な
し

 
年
齢
調
整
あ
り

 

 
 

 
 

元
の
値

※
１
 

補
完
後

※

２
 

バ
イ
ア
ス

 
補
完
後

※

２
 

バ
イ
ア
ス

 
補
完
後

※

２
 

バ
イ
ア
ス

 
補
完
後

※

２
 

バ
イ
ア
ス

 
生

活
習
慣
調

査
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

問
１

 
外
食
の
利
用
頻
度

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1 

毎
日
２
回
以
上

 
0.

8%
 

0.
9%

 
-0

.1
%

 
0.

9%
 

-0
.1

%
 

1.
0%

 
-0

.2
%

 
0.

9%
 

-0
.1

%
 

2 
毎
日
１
回

 
4.

1%
 

4.
1%

 
0.

0%
 

4.
1%

 
0.

0%
 

4.
4%

 
-0

.3
%

 
4.

3%
 

-0
.2

%
 

3 
週
４
・
６
回

 
6.

8%
 

6.
8%

 
0.

0%
 

6.
8%

 
0.

0%
 

7.
2%

 
-0

.4
%

 
6.

8%
 

0.
0%

 
4 

週
２
・
３
回

 
13

.3
%

 
13

.3
%

 
0.

0%
 

13
.3

%
 

0.
0%

 
14

.6
%

 
-1

.3
%

 
13

.7
%

 
-0

.4
%

 
5 

週
１
回

 
16

.1
%

 
16

.1
%

 
0.

0%
 

16
.1

%
 

0.
0%

 
16

.9
%

 
-0

.8
%

 
16

.0
%

 
0.

1%
 

6 
週
１
回
未
満

 
38

.1
%

 
38

.0
%

 
0.

1%
 

38
.0

%
 

0.
1%

 
36

.8
%

 
1.

3%
 

37
.8

%
 

0.
3%

 
7 

全
く
利

用
し
な
い

 
20

.8
%

 
20

.6
%

 
0.

2%
 

20
.7

%
 

0.
1%

 
19

.1
%

 
1.

7%
 

20
.5

%
 

0.
3%

 
問
２

 
持
ち
帰
り
の
弁
当
や
総
菜
の
利
用
頻
度

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1 

毎
日
２
回
以
上

 
1.

7%
 

1.
8%

 
-0

.1
%

 
1.

8%
 

-0
.1

%
 

2.
2%

 
-0

.5
%

 
2.

2%
 

-0
.5

%
 

2 
毎
日
１
回

 
3.

9%
 

4.
0%

 
-0

.1
%

 
4.

0%
 

-0
.1

%
 

4.
3%

 
-0

.4
%

 
4.

1%
 

-0
.2

%
 

3 
週
４
・
６
回

 
8.

9%
 

8.
8%

 
0.

1%
 

8.
8%

 
0.

1%
 

9.
6%

 
-0

.7
%

 
9.

2%
 

-0
.3

%
 

4 
週
２
・
３
回

 
16

.8
%

 
16

.9
%

 
-0

.1
%

 
16

.9
%

 
-0

.1
%

 
17

.2
%

 
-0

.4
%

 
16

.5
%

 
0.

3%
 

5 
週
１
回

 
15

.3
%

 
15

.3
%

 
0.

0%
 

15
.3

%
 

0.
0%

 
14

.5
%

 
0.

8%
 

14
.6

%
 

0.
7%

 
6 

週
１
回
未
満

 
28

.2
%

 
28

.1
%

 
0.

1%
 

28
.1

%
 

0.
1%

 
28

.3
%

 
-0

.1
%

 
28

.6
%

 
-0

.4
%

 
7 

全
く
利

用
し
な
い

 
25

.1
%

 
25

.0
%

 
0.

1%
 

25
.1

%
 

0.
0%

 
23

.8
%

 
1.

3%
 

24
.9

%
 

0.
2%

 
問
３

 
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
頻
度

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1 

毎
日
２
回
以
上

 
0.

3%
 

0.
4%

 
-0

.1
%

 
0.

4%
 

-0
.1

%
 

0.
5%

 
-0

.2
%

 
0.

5%
 

-0
.2

%
 

2 
毎
日
１
回

 
0.

8%
 

0.
9%

 
-0

.1
%

 
0.

9%
 

-0
.1

%
 

1.
1%

 
-0

.3
%

 
1.

0%
 

-0
.2

%
 

3 
週
４
・
６
回

 
1.

8%
 

1.
8%

 
0.

0%
 

1.
8%

 
0.

0%
 

1.
9%

 
-0

.1
%

 
1.

9%
 

-0
.1

%
 

4 
週
２
・
３
回

 
1.

3%
 

1.
3%

 
0.

0%
 

1.
3%

 
0.

0%
 

1.
7%

 
-0

.4
%

 
1.

6%
 

-0
.3

%
 

5 
週
１
回

 
1.

4%
 

1.
4%

 
0.

0%
 

1.
4%

 
0.

0%
 

1.
8%

 
-0

.4
%

 
1.

7%
 

-0
.3

%
 

6 
週
１
回
未
満

 
2.

5%
 

2.
5%

 
0.

0%
 

2.
5%

 
0.

0%
 

2.
8%

 
-0

.3
%

 
2.

6%
 

-0
.1

%
 

7 
全
く
利

用
し
な
い

 
91

.9
%

 
91

.7
%

 
0.

2%
 

91
.7

%
 

0.
2%

 
90

.2
%

 
1.

7%
 

90
.6

%
 

1.
3%

 
問
４

 
健
康
食
品
の
飲
食

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1 

は
い

 
30

.5
%

 
30

.5
%

 
0.

0%
 

30
.5

%
 

0.
0%

 
29

.9
%

 
0.

6%
 

30
.6

%
 

-0
.1

%
 

2 
い
い
え

 
69

.5
%

 
69

.5
%

 
0.

0%
 

69
.5

%
 

0.
0%

 
70

.1
%

 
-0

.6
%

 
69

.4
%

 
0.

1%
 

問
５

 
食
習
慣
改
善
の
意
思

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1 

改
善
す
る
こ
と
に
関
心
が
な
い

 
16

.2
%

 
16

.0
%

 
0.

2%
 

16
.0

%
 

0.
2%

 
16

.2
%

 
0.

0%
 

16
.0

%
 

0.
2%

 
2 

関
心
は
あ
る
が
改
善
す
る
つ
も
り
は
な
い

 
24

.7
%

 
24

.8
%

 
-0

.1
%

 
24

.8
%

 
-0

.1
%

 
24

.6
%

 
0.

1%
 

24
.5

%
 

0.
2%

 
3 

改
善
す
る
つ
も
り
で
あ
る
（
概
ね
６
ヶ
月
以
内
）

 
13

.5
%

 
13

.5
%

 
0.

0%
 

13
.5

%
 

0.
0%

 
14

.4
%

 
-0

.9
%

 
13

.7
%

 
-0

.2
%

 
4 

近
い
う
ち
に
（
概
ね
１
ヶ
月
以
内
）
改
善
す
る
つ
も
り
で
あ
る

 
3.

7%
 

4.
0%

 
-0

.3
%

 
3.

9%
 

-0
.2

%
 

4.
4%

 
-0

.7
%

 
4.

1%
 

-0
.4

%
 

57



5 
既
に
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
６
ヶ
月
未
満
）

 
5.

7%
 

5.
7%

 
0.

0%
 

5.
7%

 
0.

0%
 

5.
8%

 
-0

.1
%

 
5.

7%
 

0.
0%

 
6 

既
に
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
６
ヶ
月
以
上
）

 
14

.9
%

 
14

.8
%

 
0.

1%
 

14
.8

%
 

0.
1%

 
13

.7
%

 
1.

2%
 

14
.8

%
 

0.
1%

 
7 

食
習
慣
に
問
題
は
な
い
た
め
改
善
す
る
必
要
は
な
い

 
21

.4
%

 
21

.3
%

 
0.

1%
 

21
.3

%
 

0.
1%

 
20

.9
%

 
0.

5%
 

21
.3

%
 

0.
1%

 
問
７

 
食
生
活
に
影
響
を
与
え
て
い
る
情
報
源

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1 

あ
り

 
79

.0
%

 
79

.0
%

 
0.

0%
 

79
.0

%
 

0.
0%

 
78

.8
%

 
0.

2%
 

78
.9

%
 

0.
1%

 
2 

な
し
・
わ
か
ら
な
い

 
21

.0
%

 
21

.0
%

 
0.

0%
 

21
.0

%
 

0.
0%

 
21

.2
%

 
-0

.2
%

 
21

.1
%

 
-0

.1
%

 
問
８

 
運
動
習
慣
改
善
の
意
思

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1 

改
善
す
る
こ
と
に
関
心
が
な
い

 
13

.9
%

 
13

.8
%

 
0.

1%
 

13
.8

%
 

0.
1%

 
13

.9
%

 
0.

0%
 

13
.9

%
 

0.
0%

 
2 

関
心
は
あ
る
が
改
善
す
る
つ
も
り
は
な
い

 
24

.0
%

 
24

.0
%

 
0.

0%
 

24
.0

%
 

0.
0%

 
24

.1
%

 
-0

.1
%

 
23

.9
%

 
0.

1%
 

3 
改
善
す
る
つ
も
り
で
あ
る
（
概
ね
６
ヶ
月
以
内
）

 
15

.6
%

 
15

.5
%

 
0.

1%
 

15
.5

%
 

0.
1%

 
15

.5
%

 
0.

1%
 

15
.1

%
 

0.
5%

 
4 

近
い
う
ち
に
（
概
ね
１
ヶ
月
以
内
）
改
善
す
る
つ
も
り
で
あ
る

 
5.

0%
 

5.
3%

 
-0

.3
%

 
5.

3%
 

-0
.3

%
 

5.
6%

 
-0

.6
%

 
5.

4%
 

-0
.4

%
 

5 
既
に
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
６
ヶ
月
未
満
）

 
7.

1%
 

7.
2%

 
-0

.1
%

 
7.

2%
 

-0
.1

%
 

7.
5%

 
-0

.4
%

 
7.

5%
 

-0
.4

%
 

6 
既
に
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
６
ヶ
月
以
上
）

 
16

.3
%

 
16

.2
%

 
0.

1%
 

16
.2

%
 

0.
1%

 
15

.0
%

 
1.

3%
 

15
.7

%
 

0.
6%

 
7 

食
習
慣
に
問
題
は
な
い
た
め
改
善
す
る
必
要
は
な
い

 
18

.2
%

 
18

.2
%

 
0.

0%
 

18
.2

%
 

0.
0%

 
18

.4
%

 
-0

.2
%

 
18

.5
%

 
-0

.3
%

 
問

10
 
睡
眠
時
間

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1 

５
時
間
未
満

 
8.

6%
 

8.
7%

 
-0

.1
%

 
8.

7%
 

-0
.1

%
 

9.
0%

 
-0

.4
%

 
8.

9%
 

-0
.3

%
 

2 
５
時
間
以
上
６
時
間
未
満

 
28

.5
%

 
28

.6
%

 
-0

.1
%

 
28

.5
%

 
0.

0%
 

29
.9

%
 

-1
.4

%
 

29
.0

%
 

-0
.5

%
 

3 
６
時
間
以
上
７
時
間
未
満

 
33

.0
%

 
33

.0
%

 
0.

0%
 

33
.0

%
 

0.
0%

 
31

.6
%

 
1.

4%
 

31
.6

%
 

1.
4%

 
4 

７
時
間
以
上
８
時
間
未
満

 
20

.2
%

 
20

.1
%

 
0.

1%
 

20
.2

%
 

0.
0%

 
18

.5
%

 
1.

7%
 

19
.5

%
 

0.
7%

 
5 

８
時
間
以
上
９
時
間
未
満

 
7.

2%
 

7.
2%

 
0.

0%
 

7.
2%

 
0.

0%
 

7.
5%

 
-0

.3
%

 
7.

8%
 

-0
.6

%
 

6 
９
時
間
以
上

 
2.

4%
 

2.
4%

 
0.

0%
 

2.
5%

 
-0

.1
%

 
3.

5%
 

-1
.1

%
 

3.
3%

 
-0

.9
%

 
問

11
 
睡
眠
の
質

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1 

い
ず
れ
か
あ
っ
た

 
32

.4
%

 
32

.4
%

 
0.

0%
 

32
.4

%
 

0.
0%

 
31

.3
%

 
1.

1%
 

31
.8

%
 

0.
6%

 
2 

な
か
っ
た

 
67

.6
%

 
67

.6
%

 
0.

0%
 

67
.6

%
 

0.
0%

 
68

.7
%

 
-1

.1
%

 
68

.2
%

 
-0

.6
%

 
問

13
 
現
在
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1 

毎
日
吸
っ
て
い
る

 
25

.6
%

 
25

.5
%

 
0.

1%
 

25
.5

%
 

0.
1%

 
26

.1
%

 
-0

.5
%

 
25

.5
%

 
0.

1%
 

2 
時
々
吸
う
日
が
あ
る

 
1.

2%
 

1.
3%

 
-0

.1
%

 
1.

3%
 

-0
.1

%
 

1.
3%

 
-0

.1
%

 
1.

3%
 

-0
.1

%
 

3 
以
前
は
吸
っ
て
い
た
が
１
か
月
以
上
吸
っ
て
い
な
い

 
13

.2
%

 
13

.0
%

 
0.

2%
 

13
.0

%
 

0.
2%

 
13

.0
%

 
0.

2%
 

13
.5

%
 

-0
.3

%
 

4 
吸
わ
な
い

 
60

.1
%

 
60

.1
%

 
0.

0%
 

60
.1

%
 

0.
0%

 
59

.5
%

 
0.

6%
 

59
.7

%
 

0.
4%

 
問

14
 
受
動
喫
煙
の
機
会

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1 

週
に
数
回
以
上
あ
り

 
35

.4
%

 
35

.3
%

 
0.

1%
 

35
.4

%
 

0.
0%

 
37

.2
%

 
-1

.8
%

 
35

.4
%

 
0.

0%
 

2 
そ
れ
未
満

 
64

.6
%

 
64

.7
%

 
-0

.1
%

 
64

.6
%

 
0.

0%
 

62
.8

%
 

1.
8%

 
64

.6
%

 
0.

0%
 

問
15

 
飲
酒
の
頻
度

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1 

毎
日

 
30

.3
%

 
30

.2
%

 
0.

1%
 

30
.2

%
 

0.
1%

 
29

.4
%

 
0.

9%
 

31
.3

%
 

-1
.0

%
 

2 
週
５
・
６
日

 
8.

2%
 

8.
2%

 
0.

0%
 

8.
2%

 
0.

0%
 

8.
0%

 
0.

2%
 

8.
1%

 
0.

1%
 

3 
週
３
・
４
日

 
7.

4%
 

7.
4%

 
0.

0%
 

7.
4%

 
0.

0%
 

7.
4%

 
0.

0%
 

7.
4%

 
0.

0%
 

4 
週
１
・
２
日

 
8.

9%
 

8.
9%

 
0.

0%
 

8.
9%

 
0.

0%
 

9.
4%

 
-0

.5
%

 
8.

7%
 

0.
2%

 
5 

月
に
１
・
３
日

 
7.

7%
 

7.
6%

 
0.

1%
 

7.
6%

 
0.

1%
 

8.
4%

 
-0

.7
%

 
7.

7%
 

0.
0%

 

58



6 
ほ
と
ん
ど
飲
ま
な
い

 
12

.9
%

 
12

.8
%

 
0.

1%
 

12
.8

%
 

0.
1%

 
13

.0
%

 
-0

.1
%

 
12

.4
%

 
0.

5%
 

7 
や
め
た

 
2.

8%
 

2.
8%

 
0.

0%
 

2.
9%

 
-0

.1
%

 
3.

2%
 

-0
.4

%
 

3.
4%

 
-0

.6
%

 
8 

飲
ま
な
い
（
飲
め
な
い
） 

22
.0

%
 

22
.0

%
 

0.
0%

 
22

.0
%

 
0.

0%
 

21
.1

%
 

0.
9%

 
21

.1
%

 
0.

9%
 

問
16

 
自
分
の
歯
の
本
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
0 

20
本
未
満

 
26

.5
%

 
26

.4
%

 
0.

1%
 

26
.5

%
 

0.
0%

 
26

.5
%

 
0.

0%
 

26
.5

%
 

0.
0%

 
1 

20
本
以
上

 
73

.5
%

 
73

.6
%

 
-0

.1
%

 
73

.5
%

 
0.

0%
 

73
.5

%
 

0.
0%

 
73

.5
%

 
0.

0%
 

問
17

 
か
ん
で
食
べ
る
と
き
の
状
態

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1 

何
で
も
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

 
77

.4
%

 
77

.4
%

 
0.

0%
 

77
.3

%
 

0.
1%

 
78

.4
%

 
-1

.0
%

 
76

.7
%

 
0.

7%
 

2 
一
部
か
め
な
い
食
べ
物
が
あ
る

 
19

.2
%

 
19

.0
%

 
0.

2%
 

19
.1

%
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表
４
Ｂ
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令
和
元
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
に
お
け
る
欠
損
値
に
よ
る
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イ
ア
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の
推
定
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以
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図１．国民健康・栄養調査と国民生活基礎調査のレコードリンケージのプロセス
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図２．国民健康・栄養調査と国民生活基礎調査の実施人数 
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研究要旨 

70 年以上の歴史を持つ国民健康・栄養調査では、社会構造の変化などに伴い、経年的

に調査への協力率が減少してきており、改善の手段を検討する必要がある。また、令和 2

年及び令和３年は、国民健康・栄養調査の歴史上はじめて、新型コロナウイルス感染症

の流行により、調査実施が困難であった。これらを踏まえると、非対面式調査での実施可

能性についての検討は重要であると考えられる。そこで本課題では、食事記録法又は 24

時間思い出し法について、従来から実施されている紙ベースまたは対面の食事調査（従

来法）とインターネットを用いた食事調査から算出したエネルギー及びたんぱく質、脂質、

炭水化物、ナトリウム、野菜、果物の摂取量の妥当性を報告している論文について、

PubMed 及び Web of science を用いてレビューした。 

レビューの結果、14 報の文献が抽出された。各文献の参加者の人数は 19～875 名で

あり、年齢は 11～69 歳であった。また、８研究で、参加者を E メールまたはインターネット

を利用して募集していた。インターネットを用いた食事調査法と従来法から算出した摂取

量との％差（（インターネットを活用した調査法から算出した値－従来法から算出した値）/

従来法から算出した値×100）は、エネルギーで－11.5～16.1%（14 報）、たんぱく質で-

12.1～14.9%（13 報）、脂質で-15.4～17.6%（13 報）、炭水化物で-10.7～8.0%（13 報）、ナ

トリウムで-11.2～9.6%（９報）、野菜で-27.4～3.9%（５報）、果物で-1.1～47.6%（５報）であ

った。また両調査法の相関は、エネルギーで 0.37～0.88（９報）、たんぱく質で 0.41～0.79

（９報）、脂質で0.33～0.75（９報）、炭水化物で0.31～0.82（８報）、ナトリウムで0.30～0.75

（5 報）、野菜で 0.47～0.84（2 報）、果物で 0.67～0.80（2 報）であった。インターネットの

利用が普及している世代においては、インターネットを活用した調査は、協力率を上げる

１つの手段となる可能性が示された。 
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Ａ．研究目的 

 近年、諸外国ではインターネットを活用し

た食事調査が普及し始めている(1)。インターネ

ットを活用した食事調査は、対面ではないため、

調査員の人件費削減に繋がること、対象者が

入力する際、入力漏れを防ぐプログラムが備

わっていること等から、間食や飲料などの入力

漏れを減らすことが可能である等の利点が挙

げられる。一方で、インターネットを活用した食

事調査は、インターネットを利用するスキルが

必要である等の課題も挙げられる(1)。 

70 年以上の歴史を持つ国民健康・栄養調

査では、社会構造の変化などに伴い、経年的

に調査への協力率が減少してきており(2)、協力

率を改善するための手段を検討する必要があ

る。特に、令和 2 年及び令和３年は、新型コロ

ナウイルス感染症の流行により、国民健康・栄

養調査の歴史上はじめて、調査実施が困難で

あった状況をふまえると、国民健康・栄養調査

の新しい調査方法として、対面ではない、イン

ターネットを活用した食事調査の実施可能性

について検討することは極めて重要である。 

そこで、本課題では、紙ベースの食事記録

法または対面式の 24 時間思い出し法による食

事調査（従来法）とインターネットを活用した 24

時間思い出し法もしくは食事記録法による食

事調査から算出したエネルギー、主要栄養素

及び健康日本２１(第二次)でモニタリングして

いるという観点からも野菜、果物の摂取量につ

いて、集団における妥当性を検討した文献の

レビューを行った。

Ｂ．研究方法 

  本調査は文献データベース検索を用いて

検索をおこなった。 

① 文献データベースと検索式

文献検索は PubMed 及び Web of science を用

いて行い、2020 年 10 月 2 日までに公表され

ている文献を検索対象とした。検索式は以下

の 通 り で あ る ： （ ("food record" OR "diet 

record" OR "Food Diary" OR "Dietary record" 

OR "recall method" OR "dietary recall" OR 

"diet recall" OR "24-h recall" OR "24-hour 

recall" OR "dietary assessment") AND (web 

OR internet OR automated OR mobile OR 

online OR digital OR "computer assisted" OR 

computerized) AND (validity OR validated OR 

validation OR comparison OR reliability) AND 

(English[LA] OR Japanese[LA] )）。 

② 文献の抽出

文献抽出は、下記の採択基準及び除外基準

に基づき、表題および抄録を精査し（一次スク

リーニング）、その後、本文を精読して（二次ス

クリーニング）、基準に該当する文献を抽出し

た。文献のスクリーニングは、管理栄養士もしく

は医師が独立しておこない、採択の有無並び

に不採択の理由を突合し、一致しない場合に

は話し合いによる合意もしくは第三者の介入

により解決した。なお、対象者の年齢や民族・

人種に関する除外基準は設けなかった。 

[採択基準] 

１）ピアレビューを受けた原著論文であり、英語

または日本語で執筆されている。 

２）紙ベースまたは対面式で行われた従来の

食事調査法をゴールドスタンダードとして、イン

ターネットを活用した食事記録または 24 時間

思い出し法の妥当性を検証している。 

３）1 日のエネルギー・たんぱく質・脂質・炭水

化物・ナトリウム・野菜・果物の摂取量を評価し

ている。 

４）通常の食事を摂取している１歳以上の者を
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対象としている。 

[除外基準] 

１）レビュー、症例対象研究、会議録、抄録。

２）特定の食事のみに着目している（朝食など）。

３）生体指標をゴールドスタンダードとして使用

している。 

４）対象者が、妊婦・授乳婦、何らかの病気の

患者、過体重・肥満者、アスリート、軍人、ベジ

タリアンなど、一般集団と異なる食事をしてい

る可能性のある集団を対象としている。 

③ 情報の抽出

 論文を精査し、著者名、出版年、研究実施

年、研究が実施された国、対象者の特徴（性

別、年齢、人数）、インターネットを活用した食

事調査法の特徴（調査日数、使用された食事

調査ツール、ツールに導入されているデータ

ベース、回答に使用するデバイス）を抽出した。

また本課題で検討する妥当性の評価指標は、

①集団の摂取量代表値（平均値・中央値）、②

２つの食事調査法から算出された摂取量間の

相関係数とし、これら二つを抽出した。抽出し

た集団代表値からパーセント差（（インターネッ

トを活用した調査法から算出した値－従来法

から算出した値）/従来法から算出した値×

100）を計算した。また Lombard らの基準に基

づいて相関の強さを以下の基準で評価した：

0.50 以上は相関が強い、0.20-0.49 では中程

度の相関、0.20 未満では相関が弱い(3)。 

Ｃ．研究結果 

① 文献抽出

PubMed 及び Web of science による文献検

索の結果、856 報の文献が抽出され、両検索

サイトの重複を除いた 562 報についてタイトル

と抄録の確認を行った。その結果抽出された

文献 77 報について本文を精査し、最終的に、

目的に該当する文献は 14 報であった（図１）。

うち２報(4, 5)は同一の食事調査ツールの妥当性

を検討したものであったため、本レビューでは、

食事記録法６ツール及び 24 時間思い出し法７

ツールについての検証結果を検証した。各文

献の参加者の人数は 19～875 名であり、年齢

は３～69 歳であった。また、８研究では参加者

を E メールまたはインターネットを利用して募

集していた。保育園児で検討された１報(6)を除

き、調査参加者が自らの食事を申告していた。 

② 妥当性の検討

結果を表１、２に示す。インターネットを活用

した食事記録を用いた６報(6-11)の結果より、従

来法に対するインターネットを用いた食事調査

法との差は、エネルギーで-68.0～125.4kcal

（％差：－3.1～6.6%）、たんぱく質で-5.1～

3.1g/日（％差：－6.9～3.9%）、脂質で-0.6～

11.2g/日（％差：－0.8～17.6%）、炭水化物で-

35.0～19.9g/日（％差：－10.7～7.8%）、ナトリ

ウムで-43～400mg/日（％差：－10.7～7.8%）

であった。インターネットを活用した食事記録

法に関して、野菜と果物の推定の報告は１報(6)

のみで、両調査法の差は野菜で-8.0 g/日（％

差：-14.0%）、果物で 1.0 g/日（％差:0.8%）であ

った。インターネットを活用した 24 時間思い出

し法を用いた８報(4, 5, 12-17)より、従来法に

対する差はエネルギーで-241.0～342.0kcal

（％差：−11.5～16.1 %）、たんぱく質で−11.5～

11.0 g/日（％差：−12.1～14.9％）、脂質で-

15.0～10.0g/日（％差：−15.4～13.2%）、炭水

化物で-21.0～18.0g/日（％差：−7.9～8.0%）、

ナトリウムで-287～305mg/日（％差：－11.2～

9.6%）であった。インターネットを活用した 24 時

間思い出し法に関して、野菜の報告は 5 報(4, 5,
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13, 14, 16)、果物の報告は４報(4, 5, 13, 14)であったが、

このうち野菜の１報(16)は摂取重量でなくサービ

ング数を示しており摂取重量は不明であった。

摂取重量を報告した両調査法の差は、野菜で

-65.0～3.3 g/日（％差：-27.4～3.9%）、果物で

は-14.0～120.0 g/日（％差:-5.1～47.6%）であ

った。 

さらに、従来法とインターネットを用いた食事

記録法から算出したエネルギー及び栄養素摂

取量の相関は３報(7, 10, 11)で報告があり、エネル

ギーで 0.37～0.87、たんぱく質で 0.41～0.78、

脂質で 0.33～0.75、炭水化物で 0.31～0.82 で

あった。また、これらの研究のうち、１報(7)のみ

で報告されていたナトリウムの相関は 0.59 であ

った。一方で、野菜と果物摂取量の相関につ

いての報告はなかった。インターネットを活用

した 24 時間思い出し法を用いた研究における

従来法との相関は、エネルギーで 0.53～0.88

（６報(4, 5, 12-14, 17)）、たんぱく質で 0.57～0.79（６

報(4, 5, 12-14, 17)）、脂質で 0.33～0.75（６報(4, 5, 12-

14, 17)）、炭水化物で 0.53～0.81（５報(4, 5, 12, 14, 

17)）、ナトリウムで 0.30～0.75（４報(4, 5, 12, 14)）であ

った。また、野菜と果物の摂取量の相関係数

については、２報 (4, 14)で報告があり、野菜で

0.47～0.84、果物で 0.67～0.80 であった。 

Ｄ．考察 

本課題は、インターネットを活用した食事調

査と従来からの紙ベースの食事記録法におけ

るエネルギー、主要栄養素および食品群摂取

量の妥当性に関するエビデンスについて整理

した。エネルギーと主要栄養素について、イン

ターネットを活用した調査法と従来法の摂取量

の代表値の差は最大でも±15％程度であり、

また両調査法から推定した摂取量の相関係数

は 0.2 以上で中適度または強く相関していた。

70 歳以上の高齢者を含む研究は１研究のみ

であり、多くの研究で参加者は E-mail やインタ

ーネットを通じて募集されていた。これらより、

普段からインターネットを使用する若年・中年

集団を対象とした調査では、インターネットを

活用した食事調査法は食事調査法の選択肢

の一つとなると考えられる。これまでの国民健

康・栄養調査の協力率の減少は、特に59歳以

下の者において顕著であることを踏まえると、

今後、国民健康・栄養調査の新しい食事調査

方法として、インターネットを活用した調査を検

討することは、協力率向上のための１つの手段

となる可能性が示唆される。ただし、国民健

康・栄養調査は、案分比率を使用した世帯単

位の食事記録法であるが、今回のレビューに

含まれた研究は個人別調査であることには注

意が必要である。また健康増進のための摂取

目標が設定されることの多い食塩・野菜・果物

等については報告が少なく、それらの摂取量

を把握する目的の調査にインターネットを活用

した食事調査を用いることの是非については、

今後の研究が必要と考えられる。 

今回のレビューで抽出されたインターネット

食事調査研究のうち、日本の研究は食事記録

法の１報のみであった。令和２年及び令和３年

の国民健康・栄養調査は、新型コロナウイルス

感染症の感染拡大防止の観点から中止となっ

た。一方、イギリスでは、2019 年にそれまでの

紙ベースの食事記録法からインターネットを活

用した 24 時間思い出し法に移行しており、パ

ンデミック下でも調査が実施された(18)。協力率

の維持及びパンデミック下での国民健康・栄

養調査の設計を考える際には、インターネット

調査の妥当性・有用性について、日本人の食

事を評価できる調査法について更なる検討が

必要と考えられる。 
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Ｅ．結論 

本課題では、インターネットを活用した食事

調査（24 時間思い出し法または食事記録法）

から算出したエネルギー及び主要栄養素なら

びに野菜・果物摂取量の妥当性に関するエビ

デンスについて整理した。エネルギーと主要

栄養素について、インターネットを活用した調

査法と従来法の摂取量の代表値の差は最大

でも±15％程度であり、また両調査法から推

定した摂取量の相関係数は 0.2 以上で中適度

または強く相関していた。今後、国民健康・栄

養調査の調査方法として、インターネットの利

用率が高い成人期を対象として、インターネッ

トを活用した食事調査を導入することは、協力

率の向上のための 1 つの手段として有効であ

る可能性が示唆された。ただし、食塩及び食

品群摂取量の妥当性に関するエビデンス及び

文献数が限られていたため、今後もさらなるエ

ビデンスの蓄積が必要である。 
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分担研究報告書 

県民栄養調査における食物摂取頻度調査法を用いた食事調査における協力率 
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研究要旨 

 国民健康・栄養調査への協力者数は経年的に減少しており、協力率の向上に向けた取

り組みが必要とされている。また、国民健康・栄養調査における評価精度を向上していくう

えでも、習慣的な摂取量を評価していくことを考慮することも重要である。そこで、本研究

では、非対面式調査による食事調査方法であると共に習慣的な栄養素摂取量が推定可

能である食物摂取頻度調査法を実施した場合の協力率を検討した。 

  「国民健康・栄養調査と同様のサンプリング方法で対象者を抽出する」かつ「令和３年

に県民栄養調査を実施する都道府県である」という２つの条件を満たした兵庫県民栄養

調査における 20歳以上の成人 2259 名を対象とした。栄養素摂取量を推定するための食

物摂取頻度調査票は、過去 1 年間の食事を評価する食物摂取頻度調査票（短縮版）を

使用した。 

  世帯別の協力率は 42.9％、個人単位での協力率は 55.3％であった。年齢階級別の

協力率は男女ともに 20 歳代で最も低く、男性では、50 歳代、30 歳代、80 歳以上と続き、

女性では 80 歳以上、30 歳代、50 歳代と続いて低い状況であった。 

 国民健康・栄養調査と同様、若年成人における協力率が低い一方で、国民健康・栄

養調査とは異なり 80 歳以上でも協力率が低かった。今後は、世帯構成などを考慮した上

で、国民にとって回答しやすい食事調査方法のさらなる検討が必要である。 

Ａ．研究目的 

  国民健康・栄養調査は、健康増進法に

基づき、国民の身体の状況、栄養摂取量及び

生活習慣の状況を明らかにし、国民の健康の

増進の総合的な推進を図るための基礎資料を

得ることを目的として、身体状況調査、栄養摂

取状況調査、生活習慣調査が毎年実施され

ており、国の施策におけるモニタリングにも数

多く利用されている(1-3)。しかし、国民健康・栄

養調査への協力者数が減少していることを、

昨年度我々は報告しており(4)、協力率の向上

に向けた取り組みが必要とされている。 

さらに、国民健康・栄養調査における食事

調査は対面式による食事記録法を採用してお
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り、今般の COVID-19 感染拡大により、令和２

年及び令和３年と２年続けて中止となったこと

を踏まえると、今後起きうる不測の事態に備え

て、非対面式の食事調査での実施を模索して

いく必要もある。なお、諸外国においては、栄

養素摂取量の個人内変動を考慮した習慣的

な摂取量を把握することを目的として、対面式

である 24 時間思い出し法と非対面式である食

物摂取頻度調査を組み合わせて実施している

国が増加しており(5)、今後、国民健康・栄養調

査における評価精度を向上していくうえでも、

食事記録法以外の調査方法により、習慣的な

摂取量の評価を検討することも重要であると考

えられる。そこで、本研究では、非対面式調査

による食事調査の実施可能性を検討する目的

で、非対面式調査であり、習慣的な食事摂取

量を評価することが可能である食物摂取頻度

調査法を実施した際の協力率を検討すること

とした。 

 

Ｂ．研究方法 

1) 研究デザインおよび対象者 

 「国民健康・栄養調査と同様のサンプリング

方法で対象者を抽出する」かつ「令和３年に県

民栄養調査を実施する都道府県である」という

２つの条件を満たした兵庫県民栄養調査の対

象者のうち、20 歳以上の成人 2259 名を本研

究の対象者とした。兵庫県民栄養調査の対象

は、平成 22 年の国勢調査区から層化無作為

抽出した 19 地区の全世帯のうち、国民健康・

栄養調査と同様、世帯主が外国人である世帯

及び 3 食ともに集団的な給食を受けている世

帯を除いた全世帯の世帯員であり、１歳未満

の者、疾病等の理由により通常の食事をしな

い者及び調査期間を通じて調査対象世帯に

在住していない者は除外されている。令和 3

年兵庫県民栄養調査は、令和 3 年 11 月から

12月の間に実施され、20歳以上の者に対して

は、2 種類の自記式質問票（食物摂取頻度調

査票及び食生活アンケート）が実施された。ま

た、一部の参加者には 2日間の食事記録法並

びにスポット採尿が実施された。性、年齢、家

族の人数については、兵庫県が事前に情報を

得た。 

（倫理面への配慮） 

 本研究は、ヘルシンキ宣言に規定されたガイ

ドラインに従って実施され、国立研究開発法人

医薬基盤・健康・栄養研究所国立健康・栄養

研究所研究倫理審査委員会の承認を得た（承

認番号 健栄 164）。なお、対象者には、書面

による説明を実施し、インフォームドコンセント

を得た。 

 

2) 食物摂取頻度調査票 

 習慣的な栄養素摂取量を推定するための食

物摂取頻度調査票は、過去1年間の食事を評

価する食物摂取頻度調査票（短縮版）を使用

した(6)。食物摂取頻度調査票（短縮版）は、食

物摂取頻度調査票（詳細版）(7)をもとに開発さ

れ、66 品目の食品・飲料の摂取頻度や摂取

目安量及び食習慣などを尋ねる 94 の質問か

ら構成される 10 ページの調査票である。エネ

ルギーおよび 53 の栄養素、11 の食品群の摂

取量の推定値は、日本食品標準成分表 2015

年版に基づいて算出される。食物摂取頻度調

査票（短縮版）の妥当性は、40～74 歳の男女

240名を対象とした 12日間の秤量食事記録法

による食事摂取量との比較により検討されてお

り、53の栄養素の相関係数の中央値は男性で

0.46、女性で 0.44 であることが報告されている

(6)。 
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3) 集計方法 

食物摂取頻度調査への協力率は、性・年齢

階級別（20-29 歳、30－39 歳、40－49 歳、50-

59歳、60-69歳、70-79歳、80歳以上）に集計

した。さらに、性・年齢階級・家族の人数別（1

人暮らし、2 人、3 人以上）の食物摂取頻度調

査への協力率を集計した。 

 

Ｃ．研究結果 

  世帯別の協力率（世帯の中で 1人でも食物

摂取頻度調査票に参加した者がいる）は、

42.9％（459 世帯/1069 世帯）であった。また、

個人の協力率は 55.3％（903 人/1633 人）であ

った。 

性・年齢階級別の協力率を図１に示す。協

力率は男女ともに 20 歳代で最も低かった（男

性：34.5％、女性 30.6％）。さらに、男性では、

50 歳代（41.6％）、30 歳代（52.8％）、80 歳以

上（54.3％）と続き、女性では 80 歳以上

（41.7％）、30 歳代（52.2％）、50 歳代（52.8％）

と続いた。 

 世帯人数・年齢階級別の協力率を男女別に

図２及び図 3 に示す。20 歳代においては、男

性では３人以上の世帯に属する者の協力率が

低かった一方で、女性では 1 人暮らしの者の

協力率が低く、3 人以上の世帯に属する者の

協力率が高かった。男性では、30 歳代および

40 歳代では一人暮らしの協力率が高かったが、

60 歳代以降は、2 人暮らしの者の協力率が高

かった。一方、女性では、30 歳代では 2 人暮

らしの者の、40 歳代では 3 人以上の世帯に属

する者の協力率が最も低かったが、50 歳代以

降は世帯人数によって協力率に大きな変化は

なかった。 

 

Ｄ．考察 

  本研究では、国民健康・栄養調査と同様の

サンプリング方法で対象者を抽出した県民栄

養調査における、非対面式調査法である食物

摂取頻度調査法への協力率を検討した。 

世帯協力率は、42.9％であり、最新の令和

元年国民健康・栄養調査の栄養摂取状況調

査への世帯協力率 54.4％よりは低かった。し

かし、個人別の協力率は 55.3％と世帯協力率

より高く、これは世帯の代表者とコンタクトでき

れば、他の世帯員からも調査協力を得られると

いう世帯単位の調査の利点によるものと考えら

れる。したがって、世帯単位の調査はより多く

の協力人数を集める手段の 1 つとして有用で

あることが示唆された。 

年齢階級別に協力率をみると、昨年度報告

した国民健康・栄養調査の協力状況の結果と

同様に(4)、男女ともに 20 歳代で低かった。一

方で、国民健康・栄養調査の協力状況の結果

と異なり(4)、80 歳以上で低い傾向が示された。

80 歳以上での協力状況が異なった要因の 1

つとして、主に世帯で食事を用意する者が世

帯全員分の食事を記録する比例案分法を用

いた食事記録法を使用している国民健康・栄

養調査と異なり、食物摂取頻度調査票は個人

の自記式であることがあげられるかもしれない。

食事調査において、協力率を上げるために必

要な要因として、受容性が高く、答えやすいこ

とがあげられる(8)。今回使用した食物摂取頻度

調査票は 10 ページに及び、94 項目のマーク

式調査票である。80 歳以上の者においては、

94項目のマーク式調査票に回答するのは難し

かった可能性がある。ただし、食事調査法の

違いにより回答率を検討したこれまでの諸外

国の先行研究においても、80 歳以上を対象に

した研究はなく、今後さらなる検討が必要と考

えられた。また、80 歳以上における世帯人数

79



別の結果をみると、男性では 3 人以上の世帯

に属する者の協力率が最も低く女性では世帯

人数に関係なく約 40％程度であった。国勢調

査の結果によると、85 歳以上の男性の約半分

が 3 人以上の世帯であり、国民健康・栄養調

査では、3人世帯に属する 80歳以上の者の男

性の多くは、記録者ではないことが多いことが

原因かもしれない。ただし、これまで、国民健

康・栄養調査における栄養摂取状況調査の記

録者は把握されていない。栄養摂取教協調査

の協力率向上のためにも、世帯人数や世帯構

成と食事記録法の記録者の関連を検討し、年

齢により回答しやすい食事調査の形態を検討

する必要がある。 

また、男女ともに 30 歳代および 50 歳代の

協力率が低かった。食事調査への協力を得ら

れやすい要因として、短時間で完遂できること

が報告されている(8)。また、諸外国の先行研究

において、Web ツールによる食事記録法およ

び食事歴質問票を用いた食事調査に回答し

なかった主な理由は「時間がなかったため」で

あることが報告されている(9)。30歳代及び50歳

代は有業率が高いだけでなく、家事や育児、

さらには看護の時間が長いことが報告されて

いる (10)。諸外国の先行研究によると、長時間

労働や女性の社会進出が進み、協力率低下

がみられることから生活習慣に見合った形で

調査を実施するために 24 時間入力可能な

Web ツールによる食事調査の検討を行った報

告がある(11)。日本においても、女性の有業率

の上昇は報告されており、特に 30代から 50代

での上昇率が高い(10)。これらは、本研究にお

ける 30 歳代並びに 50 歳代の協力率が低かっ

たことと関連性があると考えられた。今後、30

歳代や 50 歳代でも回答しやすい食事調査の

方法について検討していく必要があることが示

唆された。 

本研究にはいくつか限界点がある。1 つ目

に今回の調査の実施期間は、COVID－19 に

よる緊急事態宣言が解除された後ではあった

ものの、感染が収まった状況ではなく、令和元

年までの国民健康・栄養調査が実施されてき

た状況とは異なっていたため、単純に結果を

比較できない可能性がある。2 つ目に、本対象

者は、国民健康・栄養調査と同様のサンプリン

グ方法により抽出されているが、あくまで 1 つ

の県における調査であることに留意する必要

がある。 

 

Ｅ．結論 

 非対面式調査法である食物摂取頻度調査

法の協力率を検討したところ、協力率は 20 歳

代で最も低く、30 歳代、50 歳代並びに 80 歳

以上の者でも低い状況であることが明らかとな

った。今後は、世帯構成などを考慮した上で、

国民にとって回答しやすい食事調査方法のさ

らなる検討が必要である。 
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図１ 性・年齢階級別の協力率 
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図２ 男性における世帯人数・年齢階級別の協力率 

図３ 女性における世帯人数・年齢階級別の協力率 
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分担研究報告書 

食物摂取頻度調査票（FFQ 短縮版）の事後調査結果 

研究代表者 瀧本秀美（国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 国立健康・栄養研究所
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国立健康・栄養研究所栄養疫学・食育研究部） 

研究要旨 

国民健康・栄養調査への協力率が年々低下している背景を踏まえると、食事調査に参

加する側の認識を探り、どの様な食事調査に協力が得られやすいかを知ることは協力率

向上のため重要である。そこで本研究では、食事調査法を選定する際の基礎資料とすべ

く、食物摂取頻度調査参加者における、各食事調査に対する認識や協力の可能性につ

いて検討した。 

兵庫県民栄養調査において食物摂取頻度調査の一つである Food Frequency 

Questionnaire：FFQ 短縮版（66 項目）のみに参加した 20 歳以上の成人 769 名を対象と

した。FFQ の結果返却時に、無記名の自記式質問紙「FFQ 事後アンケート」を配布し、医

薬基盤・健康・栄養研究所にて回収した。質問紙の回収率は約 48%（368 名）であった。こ

のうち、集計に必要な情報に欠損のない 354 名を抽出して分析を行った。 

「FFQ 事後アンケート」の集計結果から、食物摂取頻度調査票回答者の大部分（6～7

割）は、返却された栄養計算結果は参考になりそうであると思うものの、回答に時間がか

かり、同じような調査に協力したいと思わないことが示された。また、同調査対象におい

て、食事記録法や 24 時間思い出し法調査へも協力が得られる可能性は 1 割程度である

ことも示された。 

本調査より、食物摂取頻度調査参加者の認識が明らかとなり、各食事調査への低い協

力可能性が示された。国民健康・栄養調査の協力率向上のためには、参加者側の食事

調査に対するこのような認識を踏まえた上で、国民から協力が得られやすい栄養調査を

設計していく必要があることが示唆される。 

Ａ．研究目的 

食物摂取頻度調査法の一つである FFQ

（Food Frequency Questionnaire）（1）短縮版(66

食品項目)回答者に対して、他の食事調査へ

の協力の可能性や FFQ 短縮版に対する認識

等について回答してもらい、今後の調査研究

において食事調査法を選定する際の基礎資

料を作成する。 
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Ｂ．研究方法 

 令和 3 年兵庫県民栄養調査に参加した 20

歳以上で、FFQ 短縮版に回答し、食事記録調

査に参加しなかった者を対象とした。令和 3 年

11 月に、兵庫県およびその管轄保健所から対

象者へFFQ短縮版を配布し、自宅にて回答し

てもらった。2月に、FFQ短縮版回答者 929 名

に、無記名自記式アンケート（FFQ 事後アンケ

ート）を兵庫県およびその管轄保健所から配

布した。3 月に、FFQ 事後アンケートを国立健

康・栄養研究所に返送してもらった。期日まで

に回収できた 460 名（回収率＝49.5%）のうち、

食事記録調査に参加した 92名を除外し、FFQ

短縮版のみに回答した 368 名を抽出した

（FFQ 短縮版のみ回答者における回収率＝

47.9％[368／769]）。さらにそこから、無効回答

の 2 名と性・年齢が不明の 12 名を除いた計

354 名を集計対象とした。 

Ｃ．研究結果 

 集計対象とした354名の性・年齢区分別の内

訳を表 1 に示した。 

1) 他の食事調査への協力の可能性

食事記録調査と 24 時間思い出し法調査のそ

れぞれについて、参加時に想定される具体的

な負担を示しつつ、今後もし依頼があった場

合に協力可能か 2件法でたずねた結果、前者

については全体の 12%（43 名）が、後者につい

ては全体の 9%（30 名）が「参加してもよい」と回

答した。すなわち、88％が食事記録調査に、

91％が 24 時間思い出し法調査に「参加したく

ない」と回答した。性・年齢区分別の回答を図

1 に示した。 

2) FFQ 短縮版に対する認識

FFQ 短縮版について、回答時間に対する認

識、返却結果の有用性、今後の同様な調査へ

の協力の可能性につて「どちらとも言えない」

の選択肢を含む 5 件法でたずねた。「回答す

るのに時間がかかった」という項目については、

全体の 38%が「そう思う」、32%が「ややそう思う」

と回答した。「返却された結果は参考になりそう

である」という項目では、全体の 23%が「そう思

う」、39%が「ややそう思う」と回答した。「今後、

同じような調査を依頼したら協力したい」という

項目では、全体の 28%が「まったくそう思わな

い」、29%が「あまりそう思わない」と回答した。

性・年齢区分別の回答を図 2 に示した。 

3) 自由記述欄

上記の他、アンケート末尾にある自由記述欄

に寄せられたコメントから、「特に無し」1 名を除

外した 61 名のコメントを抽出し、性・年齢層別

に整理して、補足資料として示した。 

Ｄ．考察 

20 歳～98 歳までを含む本調査の集計対象

者を性・年齢区分別に分類すると、60～70 歳

代の女性が最も多く、一方で、男女とも 20～30

歳代および 80 歳代以上の割合が相対的に少

なかった。したがって本調査の全体の結果は、

40～70 歳代の中高年者層、特に女性の実態

をよく反映していると思われる。 

1) 各食事調査への協力の可能性

FFQ短縮版回答者のうち、食事記録調査や

24 時間思い出し法調査への協力を依頼され

た場合、「参加してもよい」と回答したのは両調

査とも全体の 1 割程度で、大多数は参加に対

して後ろ向きであることが示された。食事記録

調査（12%）と 24 時間思い出し法調査（9%）を比
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べると、「参加してもよい」と回答した割合の差

は 3 ポイントと大差なかったが、どちらかと言う

と面談または電話に要する時間がより短い食

事記録調査の方が好まれると考えられた。しか

し、食事記録調査に「参加してもよい」と答えた

率（12%）は、国民健康・栄養調査の世帯協力

率（63.5%）(2)と比べると大きな乖離がある。食物

摂取頻度調査と組み合わせることで、食事記

録調査への協力率が大きく低下する可能性が

示唆される。性・年齢区分別にみると、20～30

歳代では全員が両方の調査に参加したくない

と答えており、40 歳代以降では年齢区分があ

がるにつれて、参加してもよいと回答する人の

割合が高くなる傾向がみられた。これは、国民

健康・栄養調査において若年層からの協力が

得られにくい実態と一致していた。 

2) 食物摂取頻度調査法に対する認識 

FFQ短縮版回答者の半分以上（57%）が、次

回同じような調査を依頼された場合にも協力し

たいと思わないと考えていることが示された。

性・年齢区分別にみると、特に 20～30 歳代に

おいて協力したいと「まったく思わない」人の割

合が著しく高かった。これは、「回答するのに

時間がかかった」と思う人が特に 20～30 歳代

において多いことも関係している可能性がある。

一方、「返却された結果は参考になりそうであ

る」と思う人は、どの年齢層においても一定数

存在し、年齢区分による大きな違いはあまりみ

られないようであった。 

 

3) 自由記述欄 

50 歳以下の男性からのコメントが相対的に

少なかった。自由記述であるため様々なコメン

トが寄せられたが、主に調査自体に関するもの

（実施方法に対する意見等）、調査票に関する

もの（わかりにくい、項目が多い、時間がかかる

等）、食事調査結果に関するもの（自身の食生

活における気づきや決意等）、調査手法に対

する希望（電話／紙媒体／ネットや時間帯の

好み等）などが含まれていた。また、80 歳以上

では、高齢や認知症、介護等を理由に参加が

難しいという意見が複数あり、配慮の必要性が

示唆された。 

 

Ｅ．結論 

FFQ 短縮版回答者において、食事記録法

や 24 時間思い出し法調査へも協力が得られ

る可能性は 1 割程度であることが示された。ま

た、FFQ短縮版回答者の大部分（6～7割程度）

は、返却結果は参考になりそうであると思うも

のの、回答するのに時間がかかり、同じような

調査に協力したいと思わないと考えていること

が明らかとなった。こうした様相は性・年齢によ

って多少異なり、20～30 歳代では、食事調査

法に関わらず協力の可能性が低く、それには

時間的な問題も関係している可能性が示唆さ

れた。また、80 歳代以上の高齢者では健康状

態が食事調査への参加に大きく関わる可能性

が示された。 
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表 1．性・年齢区分別の集計対象者数 

性・年齢区分 男性（人） 女性（人） 全体（人） 
20～30 歳代 23 20 43 
40～50 歳代 52 63 115 
60～70 歳代 63 94 157 
80 歳以上 22 17 39 
合計 160 194 354 
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令和４年５月２５日 
                                          
厚生労働大臣 殿 

                                                                                              
                   
                              機関名 国立研究開発法人 
 医薬基盤・健康・栄養研究所 

 
                      所属研究機関長 職 名 理事長 
                                                                                      
                              氏 名  中村 祐輔         
 

   次の職員の令和３年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名    循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業              

２．研究課題名    国民健康・栄養調査の質の確保・向上のための基礎研究             

３．研究者名  （所属部署・職名） 栄養疫学・食育研究部 部長                   

    （氏名・フリガナ） 瀧本 秀美・タキモト ヒデミ                   

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査
（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェ
ックし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 
研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 
当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：              ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：             ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：              ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：              ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 









令和４年５月２５日 
                                          
厚生労働大臣 殿 

                                                                                              
                   
                              機関名 国立研究開発法人 
 医薬基盤・健康・栄養研究所 

 
                      所属研究機関長 職 名 理事長 
                                                                                      
                              氏 名  中村 祐輔         
 

   次の職員の令和３年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名    循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業              

２．研究課題名    国民健康・栄養調査の質の確保・向上のための基礎研究             

３．研究者名  （所属部署・職名） 国立健康・栄養研究所 栄養疫学・食育研究部 室長        

    （氏名・フリガナ） 岡田 恵美子・オカダ エミコ                  

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査

（※2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理

指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 
研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：              ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：               ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 


